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2月 February 鬼のまち くらしのカレンダー

人口と世帯数
人　口     9,563 人　 （－28）
男　性　　4,472 人　 （－  9）
女　性　　5,091 人　 （－19）
世帯数　　4,861 世帯 （－18）

12月31日現在

※(   ) は前月比です。

　１月８日に清水保育所前の河川
敷で行われた「どんど焼き」。西
野々地区の獅子舞の披露や、もち
まき・福引きなども行われ、たくさ
んの地域住民で賑わいました。
　訪れた人たちは、燃え上がる炎
を見つめながら、無事に新年を迎
えられた喜びを分かち合っていま
した。

今月の表紙

…人権・心配ごと・行政相談　　…古紙回収日
…ペットボトル回収日　　…犬・ねこ引取日
…ブライアンとニコールとジョンの英会話教室

人
P
英

犬
古

くらしのカレンダー002
鬼北町人事行政の運営等の状況について003
鬼北町議会12月定例会006
令和５年鬼北町二十歳のつどい010
令和５年子泣かし天狗祭011
まちのニュース012
令和５年度町県民税申告相談016
まちのアルバム017
Information018
コラムの広場020
健康ほくほく通信・戸籍の窓022
Happy Birthday023
ほくほく鬼北家族の絆
健康づくり応援レシピ024

日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU 金　FRI 土　SAT

1/29

5

12

19

26

1/30

6

13

20

27

1/31

7

14

21

28

1

8

15

22

3/1

2

9

16

23

3/2

3

10

17

24

3/3

4

11

18

25

3/4

建国記念の日

人権を考える集い

天皇誕生日

犬

犬

人

英

英

英 犬

P

好藤・愛治・三島P

近永・泉P

近永・泉P

好藤・愛治・三島

古近永

古好藤・愛治

P 日吉

P 日吉

日 医院名・電話番号
休日当番医

上甲外科クリニック☎25-5811
清家消化器内科クリニック☎22-2266 市立宇和島病院小児科☎25-1111

市立宇和島病院小児科☎25-1111

ますだクリニック☎23-6611
清水内科・循環器内科☎22-1492

しませ医院☎27-1888
中山内科☎22-0707

市立宇和島病院小児科☎25-1111

上田小児科☎25-0100鎌野病院☎24-6611
山本内科医院☎22-5100
河野整形外科クリニック☎22-1822
山下クリニック☎22-5030
宇和島徳洲会病院☎22-2811
石川循環器科内科☎20-0320

こおり小児科☎24-5633

市立宇和島病院小児科☎25-1111
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＜オミクロン株対応ワクチンの早期接種のお願い＞

　これまで、新型コロナウイルスは冬に流行しています。
　ワクチン接種により、重症化予防、感染予防、発症予防
が期待できます。
　大切な受験など、これからのイベントに向けて、ワクチ
ンでしっかり準備をしましょう。
　あなたの大切な方を新型コロナウイルスから守るた
め、早期接種をお願いします。

　ワクチン接種予約・相談については、
鬼北町新型コロナワクチン接種対策室
☎0120-006-893 までご連絡ください。

▲ワクチンの効果
　安全性について
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鬼北町人事行政の運営等の状況について
　鬼北町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例（平成17年鬼北町条例第193号）の規定に基づき、令和
3年度における鬼北町の人事行政の運営等の状況について、次のとおり公表します。
令和4年12月 26日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 鬼北町長　兵　頭　誠　亀

区　　　分 採　用
退　　職 職員数

定　年 定年前 計 R3.4.1 R4.4.1
一般行政職 9 2 5 7 150 152
技能労務職 0 0 0 0 3 3
医　療　職 1 0 1 1 20 20
合　　　計 10 2 6 8 173 175

（1）職員の任免状況
職員の任免及び職員数に関する状況１

区分
部門

職員数 対前年
増減数 主な増減理由

令和3年 令和4年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議　　会 2 2 0
総　　務 35 34 △ 1 退職に伴う再任用短時間勤務職員配置による減
税　　務 9 9 0
民　　生 45 49 4 欠員補充（保育士）に伴う増
衛　　生 13 13 0
農林水産 13 12 △ 1 休職者復職調整に伴う減
商　　工 3 3 0
土　　木 7 7 0
計 127 129 2

教育部門 18 18 0
小　　計 145 147 0

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病　　院 10 10 0
水　　道 5 5 0
下 水 道 2 2 0
そ の 他 11 11 0
小　　計 28 28 0

合　　計
173
(1)〈95〉
[227]

175
(2)〈95〉
[227]

2
(1) 〈0〉
[ 0 ]

（注）採用・退職は、令和3年4月 2日から令和4年4月 1日までの人数です。

（2）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数です。
２ [　　　　]内は、条例定数の合計です。
３（　）内は再任用短時間職員、〈　〉内はフルタイム会計年度任用職員の数で、外書きです。

（3）年齢別職員構成の状況（令和4年4月 1日現在）

区  分
20歳

未満

20歳
〜
23歳

24歳
〜
27歳

28歳
〜
31歳

32歳
〜
35歳

36歳
〜
39歳

40歳
〜
43歳

44歳
〜
47歳

48歳
〜
51歳

52歳
〜
55歳

56歳
〜
59歳

60歳

以上
計

職員数 1人 8人 13人 20人 17人 25人 11人 20人 18人 22人 19人 1人 175人
構成比 0.6% 4.6% 7.4% 11.4% 9.7% 14.3% 6.3% 11.4% 10.3% 12.6% 10.8% 0.6% 100.0%

職員の給与の状況2
（1）総括
①人件費の状況（普通会計決算）

区分 住民基本台帳人口
（3年度末）

歳出額
A 実質収支 人件費

B
人件費率
B／A

（参考）
2年度の人件費率

年度
３

R4.3.31 現在
9,643 人

千円
8,716,976

千円
332,194

千円
1,610,467

%
18.5

%
17.1

②職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり
給与費B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

年度
３

人
145

千円
522,940

千円
70,944

千円
203,515

千円
797,399

千円
5,499

（注）１ 職員手当には退職手当を含んでいません。
２ 職員数は、令和3年4月 1日現在の人数です。

（2）職員の平均給与月額、初任給等の状況
①職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況
　（令和3年4月1日現在）
ア　一般行政職

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国比較ベース）

鬼 北 町 42.6 歳 310,300 円 376,843 円 346,311 円
愛 媛 県 43.3 歳 321,600 円 415,813 円 352,408 円

国 43.0 歳 325,827 円 ― 407,153 円
類 似 団 体 41.7 歳 298,866 円 347,066 円 324,778 円

区　　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国比較ベース）

鬼 北 町 54.5 歳 315,268 円 342,535 円 332,435 円
愛 媛 県 54.8 歳 333,400 円 368,171 円 345,960 円

国 50.9 歳 286,947 円 ― 328,603 円
類 似 団 体 50.0 歳 270,035 円 296,887 円 281,129 円

イ　技能労務職

（注）１「平均給料月額」とは、令和3年 4月 1日現在における各職種ごとの職員の基
本給の平均です。
２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外
勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態
調査において明らかにされているものです。
　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外
勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公
務員と同じベースで再計算したものです。

②職員の初任給の状況（令和4年4月 1日現在）
区　　　　　分 鬼北町 愛媛県 国

一般行政職
大 学 卒 186,427 円 189,643 円 182,200 円
高 校 卒 153,564 円 155,674 円 150,600 円

技能労務職
高 校 卒 148,639 円 148,639 円 ―
中 学 卒 ― 132,961 円 ―

区　　分 経験年数10年～15年 経験年数15年～20年 経験年数20年～25年
一　般
行政職

大学卒 260,797 円 289,473 円 343,173 円
高校卒 224,165 円 262,908 円 306,256 円

技　能
労務職

高校卒 ― ― ―
中学卒 ― ― ―

③職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和4年4月 1日現在）

（3）一般行政職の級別職員数等の状況
①一般行政職の級別職員数の状況（令和4年4月 1日現在）
区分 標 準 的 な 職 務 内 容 職員数 構成比
１ 級 主 事 12 12.0
２ 級 主 査 11 11.0
３ 級 主 任 28 28.0
４ 級 係 長 20 20.0
５ 級 課 長 補 佐 18 18.0
６ 級 課 長 11 11.0

合 計 100 100.0

（注）１ 鬼北町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（4）職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当

鬼北町 愛媛県 国

1人当たり平均支給額(令和3年度)
1,473 千円

1人当たり平均支給額(令和3年度)
1,509 千円 ―

(令和3年度支給割合 )
期末手当　　勤勉手当
2.40 月分　 1.90 月分
(1.35)月分   (0.90)月分

(令和 3年度支給割合 )
期末手当　　勤勉手当
2.40 月分　 1.90 月分
(1.35)月分   (0.90)月分

(令和 3年度支給割合 )
期末手当　　勤勉手当
2.55 月分　 1.90 月分
(1.45)月分   (0.90)月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置

（注）　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

②退職手当（令和4年4月 1日現在）
鬼　　北　　町 愛　　媛　　県

(支給率 ) 　　自己都合 　　勧奨 ･定年
勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
　その他の加算措置
定年前早期退職特例措置 2%~20%加算
　1人当たり平均支給額 勧奨 ･定年
 　令和 3年度 21,219 千円

(支給率 ) 　　自己都合 　　勧奨 ･定年
勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35 年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
　その他の加算措置
定年前早期退職特例措置 2%~20%加算
　1人当たり平均支給額 勧奨 ･定年
 　令和 3年度 21,624 千円

（単位：人）
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③特殊勤務手当
支給実績（令和3年度決算） 5,029 千円
支給職員１人当たり平均支給年額（令和3年度決算） 502,950 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（令和3年度） 6.1 %
手当の種類（手当数） 7種類
手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価

感染症防疫作業に従事 保健介護課・環境保全課職員 感染症菌の処理業務 日額 1,000 円

研究手当
医師（診療所）

病理生理学の研究事務 月額 500,000 円の範囲内
医師（北宇和病院）

緊急往診業務等手当 医師（診療所） 執務時間以外の緊急往診業務 月額 100,000 円
レントゲン技術従事手当 看護師 レントゲン作業従事 月額 1,500 円
病理細菌取扱手当 看護師 病理細菌取扱業務 月額 1,500 円
野犬等処理手当 環境保全課職員 野犬等処理業務 死体処理等 1件 300 円
行路死人処理手当 町民生活課職員 行路死人の死体処理 1体 3,000 円

支給実績　（令和3年度決算） 21,175 千円
職員１人当たり平均支給年額（令和3年度決算） 162 千円
支給実績　（令和2年度決算） 18,929 千円
職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 153 千円

④時間外勤務手当

⑤その他の手当

手当名 内容及び支給単価 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

支給実績
（令和3年度決算）

支給職員1人当たり
平均支給年額
(令和3年度決算)

扶養手当

配偶者 6,500 円
子 10,000 円
父母等 6,500 円
満15歳に達する日後の最初の年
度初めから満22歳に達する日以
降の最初の年度末までの子１人に
つき、5,000円加算

同 ―

千円

16,330 

円

241,033 

住居手当

自ら居住するための住宅等を借り受
け、家賃等を支払っている職員等に
支給
（月額12,000 円を超えるとき）

支給限度額　　27,000 円

同 ―

千円

9,085 

円

275,324 

通勤手当

交通機関等利用者で片道2㎞以上
支給限度額　　55,000 円

自動車等使用者で片道2㎞以上
通勤距離に応じて

2,500円～ 47,200 円

異

国は60㎞
未満で
2,000円~
24,500円

千円

7,410 

円

84,449 

単身赴任
手当

公署を異にする異動等に伴い単身で
生活することとなった職員に対して
支給

30,000 円＋加算額
※加算額は、配偶者住宅との距離に応じて

8,000 円～ 70,000 円

同 ―

千円

360

円

360,000

日直手当 勤務１回につき4,200円 同 ― 千円
1,078 

円
10,441 

管理職
手当

診療所長 97,600 円 ~142,800 円
課長級 42,900 円 ~52,400 円
課長補佐級 31,500 円

同 ―
千円

15,972 
円

476,794

初任給
調整手当

欠員の補充が困難であると認められ
る医師に新たに採用された職員

支給限度額　　414,300 円
同 ―

千円
3,778

円
3,778,800

管理職員
特別勤務
手当

管理職手当支給対象職員が緊急時等
の休日等に勤務した場合
1種から 3種の職員で

6,000円～ 10,000 円

同 ―

千円

281

円

8,388

⑥地域手当
地域手当は、民間賃金の地域間格差を適切に反映するため、東京都特別区及び大阪府大
阪市に勤務する職員に対して支給しているものです。
支給実績（令和3年度決算） 0千円
職員１人当たり平均支給年額（令和3年度決算） 0　円
支給対象地域 支給率 支給対象職員 国の支給率
東京都（特別区） 20% ― 20%
大阪府（大阪市） 16% ― 16%

（5）特別職の報酬等の状況（令和4年4月 1日現在）
区　　　分 給 料 月 額 等

給
料

町　長
副町長
教育長

731,000 円
584,000 円
520,000 円

報
酬

議　長
副議長
議　員

240,000 円
188,000 円
173,000 円

期
末
手
当

町　長
副町長
教育長

(令和 3年度支給割合 )
　　　　　　　　　3.25 月分

議　長
副議長
議　員

(令和 3年度支給割合 )
　　　　　　　　　3.25 月分

退
職
手
当

（算定方式） （１期の手当額） （支給時期）
町　長
副町長
教育長

給料月額×在職月数× 0.46
給料月額×在職月数× 0.27
給料月額×在職月数× 0.20

16,140,480 円
7,568,640 円
4,992,000 円

退職の翌月
退職の翌月
退職の翌月

備　考
（注）退職手当の「１期の手当額」は、4月1日現在の給料月額及び支給率に基づき、１

期（４年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

（注）１ 職員手当には退職手当金を含んでいません。
２ 職員数は、令和3年4月 1日現在の人数です。

（6）公営企業職員の状況
①水道事業
ア　職員給与費の状況
　　あ　決算

区分 総費用
A

純損益又は
実質収支

職員給与費
Ｂ

総費用に占める
職員給与費比率
Ｂ／Ａ

（参考）
2年度の総費用に占
める職員給与費比率

年度
3

千円
301,639

千円
92,150

千円
28,545

%
9.5

%
9.4

区分 職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり
給与費B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

年度
3

人
4

千円
16,878

千円
1,388

千円
4,188

千円
22,454

千円
5,614

イ　職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況
区　　分 平均年齢 基本給 平均月収額

鬼 北 町 45.8 歳 351,631 円 467,810 円
（注）１ 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含んでいます。

２ 基本給は、給料及び扶養手当の合算額の平均です。

支給実績　（令和3年度決算） 361 千円
職員１人当たり平均支給年額（令和3年度決算） 120 千円
支給実績　（令和2年度決算） 356 千円
職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 119 千円

鬼北町
１人当たり平均支給額（3年度）

1,047　千円
支給割合及び加算措置の状況は、一般行政職と同じ
です。

ウ　職員の手当の状況
　　あ　期末手当・勤勉手当

　　い　退職手当の支給率等は、一般行政職と同じです。

　　う　時間外勤務手当

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含んでいます。

区分 総費用
Ａ

純損益又は
実質収支

職員給与費
Ｂ

総費用に占める
職員給与費比率

Ｂ／Ａ

（参考）
2年度の総費用に占
める職員給与費比率

年度
3

千円
894,273

千円
4,152

千円
91,169

%
10.2

%
8.7

区分 職員数
A

給　　　与　　　費 一人当たり
給与費B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

年度
3

人
5

千円
30,687

千円
38,952

千円
12,680

千円
82,319

千円
16,464

②病院事業
ア　職員給与費の状況
　　あ　決算

手当名 内容及び支給単価
一般行政職
の制度との
異同

一般行政
職の制度と
異なる内容

支給実績
（3年度決算）

支給職員
１人当たり
平均支給年額
（3年度決算）

扶養手当 一般行政職と同じです。 同 ― 599 千円 299,250 円
住居手当 一般行政職と同じです。 同 ― 0 千円 0 円
通勤手当 一般行政職と同じです。 同 ― 172 千円 42,890 円
管理職手当 一般行政職と同じです。 同 ― 635 千円 317,700 円

　　え　その他の手当

（注）１ 職員手当には退職手当金を含んでいません。
２ 職員数は、令和3年4月 1日現在の人数です。

イ　職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況
区　　分 平均年齢 基本給 平均月収額

鬼 北 町 48.2 歳 531,050 円 1,371,983 円

（注）１ 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含んでいます。
２ 基本給は、給料及び扶養手当の合算額の平均です。

鬼北町
１人当たり平均支給額（3年度）

2,536　千円
支給割合及び加算措置状況は、一般行政職と同じです。

ウ　職員の手当の状況
　　あ　期末手当・勤勉手当

支給実績　（令和3年度決算） 0 千円
職員１人当たり平均支給年額（令和3年度決算） 0 千円
支給実績　（令和2年度決算） 0 千円
職員１人当たり平均支給年額（令和2年度決算） 0 千円

　　う　時間外勤務手当

（注）時間外勤務手当には、休日勤務手当を含んでいます。

　　い　退職手当の支給率等は、一般行政職と同じです。

広報きほく　2023.2 4



職員の勤務時間その他の勤務条件の状況3
（1）勤務時間（令和4年4月 1日現在）

手当名 内容及び支給単価
一般行政職
の制度との
異同

一般行政
職の制度と
異なる内容

支給実績
（3年度決算）

支給職員
１人当たり
平均支給年額
（3年度決算）

扶養手当 一般行政職と同じです。 同 ― 1,176 千円 294,000 円
住居手当 一般行政職と同じです。 同 ― 0 千円 0 円
通勤手当 一般行政職と同じです。 同 ― 98 千円 97,200 円
管理職手当 一般行政職と同じです。 同 ― 0 千円 0 円

　　え　その他の手当

種　　類 休暇の概要、取得の要件等 取得可能日数等

有

給

休

暇

年次有給休暇
　一の年ごとにおける休暇で、
希望する時期に理由を問われ
ることなく取れる。

・一暦年につき20日
（20日以内の繰越有り）

病 気 休 暇

　負傷又は疾病のため療養す
る必要がある場合の休暇

・公務災害、通勤災害の場合は、
必要と認められる期間
・結核性疾患は１年、その他の
負傷又は疾病は90日を超え
ない範囲で必要と認められる
期間

特 別 休 暇

　特別の事由により勤務しな
いことが相当である場合の休
暇で、勤務しないことがやむ
を得ないと認められ、かつ条
例等で規定されていること。

（主な休暇と期間）
・産前休暇：８週間以内に出産
予定の女子職員が申し出た場
合に、出産日までの申し出た
期間
・産後休暇：出産日の翌日から
８週間
・忌引：親族が死亡した場合は、
７日以内の期間
・その他、選挙権の行使、結婚、
ボランティア活動に参加する
場合等がある。

無
給
休
暇

介 護 休 暇

　２週間以上にわたり日常生
活を営むのに支障があるもの
の介護をする場合の休暇

　介護を必要とする一の継続す
る状態ごとに、連続する６月の
範囲内において必要と認められ
る期間

１週間の
勤務時間

１日の
勤務時間 始　　業 終　　業 休憩時間 週休日

38 時間 45 分 7 時間 45 分 午前 8時 30 分 午後 5時 15 分 60 分 土 ･日曜日

（注）１ 所属所によっては、始業、終業、週休日等が上記と異なる場合があります。
２ 町民生活課窓口については、交替で休憩しています。

（2）休暇
ア　休暇の種類

イ　年次有給休暇の取得状況（各年1月 1日～各年12月 31日）
平均取得日数 取得率

令和3年 8.5日 22.8%
令和2年 9.7日 24.9%

（3）育児休業等
　地方公務員の育児休業等に関する法律に基づき、鬼北町職員の育児
休業等に関する条例を制定しています。
　育児休業は、職員が任命権者の承認を受けて、３歳に満たない子を
養育するため、子が３歳に達する日までの期間を限度として、職務に
従事しないことを可能とする制度です。
　部分休業は、職員が任命権者の承認を受けて、３歳に満たない子を
養育するため、子が３歳に達する日まで、正規の勤務時間の始め又は
終わりにおいて１日を通じて２時間を超えない範囲内で３０分を単位
として職務に従事しないことを可能とする制度です。
　なお、育児休業期間は無給、部分休業期間の給与は減額となります。

区　　　　分 男性 女性 合計
育児休業取得者数 0 人 9 人 9 人

うち新規取得者数 0 人 7 人 7 人
育児部分休業取得者数 0 人 1 人 1 人

うち新規取得者数 0 人 0 人 0 人

育児休業等の取得状況（令和3年 4月 1日～令和4年 3月 31日）

職員の分限及び懲戒処分の状況４
（1）分限処分

　分限処分とは、職員が職務を十分に果たし得ない場合に、公務の能
率の維持及びその適正な運営の確保を目的としてなされる不利益処分
で、重いものから、免職、降任及び休職があります。

　令和3年度における分限処分は1件です。

（2）懲戒処分
　懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対し道義的責任を問うこと
で規律と公務遂行の秩序を維持することを目的としてなされる処分で、
重いものから、免職、停職、減給及び戒告があります。

　令和3年度における懲戒処分の内訳は2件です。

職員の服務の状況５
（1）服務とは

　服務とは、組織の中で守るべき基本的義務のことで、服務規律は、国、地方公
共団体、民間企業を問わず、ほとんどの組織で設けられています。
　公務員は、憲法第 15条第 2項が「すべて公務員は、全体の奉仕者であって、
一部の奉仕者ではない。」、また、地方公務員法第30条が「すべて職員は、全体の
奉仕者として公共の利益のために勤務し、且つ、職務の遂行に当たっては、全力を
挙げてこれに専念しなければならない。」と規定しているように、その立場や職務
の特殊性から、勤務時間外あるいは職場外における規制や退職後にも及ぶ規制な
ど、民間企業にはみられないような特別な規制が法律によって課せられています。
　服務の具体的内容は、地方公務員法で次のようなものが定められています。
① 服務の宣誓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第３１条
② 法令等及び上司の職務上の命令に従う義務　　　　　　　　　  第３２条
③ 信用失墜行為の禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第３３条
④ 秘密を守る義務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第３４条
⑤ 職務に専念する義務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第３５条
⑥ 政治的行為の制限　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第３６条
⑦ 争議行為等の禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第３７条
⑧ 営利企業等の従事制限　　　　　　　　　　　　　　　　　　  第３８条

（2）鬼北町の状況（令和3年度）
　職員に対して、「交通ルールの遵守」、「適正な綱紀粛正の取組」、「年末年始にお
ける服務規律の確保」等を通知し、公務員として責任ある行動を取るように周知
徹底しました。
　また、補助金など公金の取り扱いについても、住民の信頼を損ねることのない
適正な取り扱いをすることなど、服務規律の確保について周知徹底しました。

職員の研修及び勤務成績の評定の状況６
　鬼北町では、全体の奉仕者としてふさわしい人格教養と職務遂行に必要
な知識及び技能を修得させるため、鬼北町職員研修規則に基づき研修を実
施しています。
（1）研修の状況（令和3年 4月 1日～令和4年 3月 31日）

区　　分 研 修 名 称 参加人数等

一 般 研 修

･不当要求防止責任者講習 17 人
･ 災害時対応研修 154 人
･ 行政ｻｰビｽ向上プﾛジｪｸﾄについて 132 人
・官製談合防止法・独占禁止法研修 55 人

専 門 研 修
・新規採用職員研修会 14 人
・採用予定者事前研修会 8 人

派 遣 研 修
・令和３年度町職員研修会 19 人
・市町係長級研修 4 人

職 場 研 修 ・職場内研修 全職員

（2）勤務成績の評定の状況
　地方公務員法に基づいて、これまでの勤務成績評定を改め、鬼北町職員の人事
評価実施規程を作成し、勤務成績の評定を行っています。
　評定結果は、勤勉手当への反映、昇任・人事管理の基礎資料とし、公務能率の
発揮及び増進を図っていきます。

職員の福祉及び利益の保護の状況７
（1）福利厚生制度に係る負担金の状況（全会計）

　職員の心身の健康保持及び公務能率を増進させるための福利厚生制度には、病
気・負傷などの短期給付と退職後の生活安定を図る長期給付等があります。

区　　　　　　分 令和 3年度決算
愛媛県市町村職員共済組合負担金 226,129 千円
愛媛県市町村互助会負担金 1,566 千円
職員組合への福利厚生事業補助金 500 千円
法定検診の受診者 75 人
人間ドック等の受診者 101 人

区　　　　　　分 令和 3年度決算
公務災害補償基金負担金 1,089 千円
公務災害の認定件数 1件
通勤災害の認定件数 0件

（2）公務災害、通勤災害の状況（全会計）
　公務において職員が傷病を負ったり死亡した場合に補償される制度です。

（3）安全衛生について
　労働安全衛生法に基づき、職員の安全及び健康を確保するとともに、快適な職
場環境の形成を促進するため衛生委員会を設置しています。衛生委員会の構成は、
衛生管理者と各課等から選出した委員の合計14名です。

（4）勤務条件に関する措置要求の状況
　職員は、給与、勤務時間その他の勤務条件に関し、愛媛県人事委員会に対して、
地方公共団体の当局により適当な措置が執られるべきことを要求することができ
ることとされています。
　令和３年度の措置要求件数　　　　　　　　　　０件

（5）不利益処分に関する不服申し立ての状況
　職員は、懲戒処分等その意に反すると認められる不利益な処分を受けたときは、
愛媛県人事委員会に対して、不服申し立てをすることができることとされています。
　令和３年度の不服申し立て件数　　　　　　　　０件
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査
の
件
に
つ
い
て

●
予
算
常
任
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
管
事
務

調
査
の
件
に
つ
い
て

●
議
会
運
営
委
員
会
の
閉
会
中
の
所
掌
事
務

調
査
の
件
に
つ
い
て

一
　 

　
般
　 

　
質
　 

　
問

◆
中
　
山
　
定
　
則
　
議
員

【
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
等
に
つ

い
て
】

問
令
和
５
年
度
か
ら
町
内
保
育
所
が
７
園
か

ら
３
園
に
再
編
さ
れ
る
が
、
３
園
の
入
所
申

込
み
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
来
年
度
の
職

員
配
置
は
、
余
裕
あ
る
も
の
に
な
る
見
込
み

か
。

答
12
月
１
日
現
在
の
３
園
の
申
し
込
み
状
況

は
、
現
在
建
設
中
の
統
合
保
育
所
は
、
定
員

１
５
０
人
に
対
し
、
入
所
希
望
者
が
１
３
３

名
（
入
所
率
88
・
７
％
）、
さ
く
ら
保
育

所
は
、
定
員
80
人
に
対
し
65
名
（
入
所
率

８
１.

３
％
）、小
松
・
み
ど
り
統
合
保
育
所
は
、

定
員
35
人
に
対
し
28
名
（
入
所
率
80
・
０
％
）

の
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
配
置
す
る
保
育
士
数
の
見
込
み
は
、

建
設
中
の
統
合
保
育
所
が
38
名
、
さ
く
ら
保

育
所
が
22
名
、
小
松
・
み
ど
り
統
合
保
育
所

が
11
名
程
度
を
見
込
ん
で
お
り
、
統
合
前
の

保
育
所
の
保
育
士
を
、
統
合
す
る
保
育
所
に

集
約
し
た
保
育
士
数
と
、
ほ
ぼ
同
じ
保
育
士

数
の
配
置
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
の
配
置
数
は
、
厚
生
労
働
省
の

定
め
る
児
童
福
祉
施
設
最
低
基
準
の
職
員
配

置
基
準
（
０
歳
児
３
人
に
１
人
、
１
・
２
歳

児
６
人
に
１
人
、
３
歳
児
20
人
に
１
人
、
４

歳
児
以
上
30
人
に
１
人
）
を
十
分
に
満
た
す

人
員
配
置
と
し
て
お
り
、
安
心
・
安
全
な
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
新
た
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
に
対
応
可
能
な
人
員
を
確
保
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問
統
合
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
に
し
な

か
っ
た
理
由
、
認
定
こ
ど
も
園
と
な
る
、
さ

く
ら
保
育
所
・
小
松
保
育
所
は
、
認
定
こ
ど

も
園
の
認
定
基
準
を
満
た
す
改
修
を
行
っ
た

か
。
ま
た
、
統
合
保
育
所
内
に
計
画
通
り
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ぽ
っ
け
」
を
移

設
す
る
予
定
か
。

答
統
合
保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
に
し
な

か
っ
た
理
由
は
、
今
回
の
統
廃
合
に
よ
り
既

存
の
園
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
な
園
に
移
ら
ざ

る
を
得
な
い
保
育
所
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
、

継
続
し
て
受
け
入
れ
可
能
な
保
育
施
設
を
提

供
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
新
た
に
受
け
入
れ
が

可
能
と
な
る
、
３
歳
以
上
で
保
護
者
の
就
労

状
況
に
関
わ
ら
ず
保
育
の
必
要
性
の
な
い
方

の
申
し
込
み
に
対
し
て
は
、
他
の
２
園
を
利

用
し
て
い
た
だ
き
、
統
合
保
育
所
へ
の
一
極

集
中
を
避
け
、
町
内
保
育
施
設
の
有
効
活
用

と
利
用
者
数
の
平
準
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ

る
。

　

ま
た
、
さ
く
ら
保
育
所
、
小
松
保
育
所
の

認
定
こ
ど
も
園
の
基
準
を
満
た
す
改
修
に
つ

い
て
は
、
保
育
所
型
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
移

行
す
る
場
合
は
、
特
段
改
修
の
必
要
性
は
な

い
と
確
認
し
て
い
る
。

　

ま
た
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ぽ
っ

け
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
好
藤
保
育
所
か

ら
移
設
し
、
建
設
中
の
統
合
保
育
所
内
に
、

子
育
て
支
援
室
を
設
置
し
、
継
続
し
て
子
育

て
支
援
の
場
と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

問
再
編
後
の
新
た
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
検
討

結
果
に
つ
い
て
。

答
昨
年
度
の
地
区
別
説
明
会
や
保
護
者
と
の

意
見
交
換
会
で
説
明
し
た
、
認
定
こ
ど
も
園

の
設
置
、
開
所
時
間
・
閉
所
時
間
の
延
長
、

土
曜
保
育
の
実
施
、
一
時
預
か
り
、
日
曜
保

育
等
の
実
施
に
関
し
て
は
、
予
定
通
り
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
保
育
所
遠
距
離
通
園
費
補
助
制
度
、
子
育

て
世
帯
特
定
地
域
居
住
支
援
事
業
費
補
助
制

度
は
、
創
設
す
る
予
定
で
あ
る
か
。

答
保
育
所
の
統
廃
合
に
よ
っ
て
、
最
寄
り
の

保
育
所
が
廃
止
さ
れ
る
愛
治
・
日
吉
・
泉
地

鬼
北
町
議
会
　
月
定
例
会

12

　

第
４
回
鬼
北
町
議
会
定
例
会
は
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
で
は
議

案
18
件
、
同
意
１
件
、
発
議
５
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
案
件
に
つ
い
て
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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区
の
一
部
に
居
住
さ
れ
る
保
育
所
利
用
者
の

方
に
、
通
園
費
の
一
部
の
補
助
を
行
う
「
保

育
所
遠
距
離
通
園
費
補
助
制
度
」、
ま
た
、

子
育
て
世
帯
の
減
少
が
著
し
く
小
学
校
の
複

式
学
級
が
増
加
し
て
い
る
地
域
の
民
間
住
宅

や
、
町
営
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
子
育
て
世

帯
に
対
し
、
家
賃
の
一
部
補
助
を
行
い
、
定

住
を
促
す
「
子
育
て
世
帯
特
定
地
域
居
住
支

援
事
業
費
補
助
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
と
も

に
令
和
５
年
４
月
か
ら
施
行
す
る
予
定
で
あ

る
。

問
統
合
後
の
閉
所
保
育
所
の
利
用
計
画
は
で

き
た
の
か
。
近
永
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
取

り
壊
し
て
、
４
千
㎡
あ
る
敷
地
の
大
部
分
を

防
災
公
園
に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
統
合
後
の
閉
所
保
育
所
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
各
公
民
館
、
自
治
会
等
に
、

今
後
の
利
活
用
に
関
す
る
町
民
の
方
々
の
意

向
の
取
り
ま
と
め
を
依
頼
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
既
に
、
検
討
委
員
会
等
を
組
織
さ

れ
て
い
る
地
区
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
意
向
に
で
き
る
だ
け
沿
っ
た

内
容
で
、
跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

　

ま
た
、
近
永
保
育
所
に
つ
い
て
は
、
閉
所

後
、そ
の
一
部
を
「
病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
」

と
し
て
の
利
用
等
を
考
え
て
お
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
取
り
壊
し
て
防
災
公
園
に
す
る
考

え
は
な
い
。

【
公
文
書
の
保
管
管
理
に
つ
い
て
】

問
現
在
、
公
文
書
は
、
ど
こ
に
ど
れ
だ
け
保

管
さ
れ
て
い
る
か
。

答
現
在
、
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
現
年
度
及

び
前
年
度
作
成
の
簿
冊
は
、
本
庁
の
執
務
室

内
に
、
保
存
年
限
３
年
及
び
５
年
の
簿
冊
を

近
永
保
育
所
横
に
あ
る
書
庫
に
、
保
存
年
限

10
年
及
び
永
年
保
存
の
文
書
を
、
旧
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ト
建
物
に
保
管
し
て
い
る
。
保
存
さ

れ
て
い
る
文
書
の
形
態
や
厚
さ
は
様
々
な
の

で
、
何
が
何
冊
と
い
う
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
仮
に
10
㎝
の
厚
さ
の
フ
ァ
イ
ル
に
換
算

す
る
と
、
２
万
２
千
冊
分
の
文
書
が
保
管
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

問
一
般
会
計
補
正
予
算
で
公
文
書
書
庫
に

か
か
る
委
託
料
が
予
算
化
さ
れ
た
が
、
ど
の

よ
う
な
書
庫
を
ど
こ
に
い
つ
建
設
す
る
計
画

か
。

答
予
定
し
て
い
る
場
所
は
、
近
永
保
育
所

裏
の
線
路
沿
い
に
あ
る
警
察
官
舎
跡
地
（
約

８
２
０
㎡
）
の
敷
地
で
あ
る
。

　

先
日
、
入
札
に
よ
り
設
計
業
者
が
決
ま
り
、

今
後
、
設
計
業
者
と
詳
細
を
協
議
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
先
程
の
近
永
保
育
所
横
の
書
庫

及
び
旧
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ト
建
物
の
保
管
文
書

並
び
に
今
後
増
加
す
る
永
年
文
書
を
保
管
で

き
る
容
量
を
確
保
で
き
る
設
計
を
考
え
て
お

り
、
令
和
５
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
。

問
公
文
書
書
庫
完
成
後
、
現
在
書
庫
と
し
て

使
用
し
て
い
る
建
物
の
利
用
計
画
は
立
て
て

い
る
か
。

答
近
永
保
育
所
横
の
書
庫
に
つ
い
て
は
、
近

永
保
育
所
と
併
せ
て
、
地
域
の
方
々
に
利
活

用
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
予
定
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ト
跡
地
に
つ
い
て

は
、
近
永
の
中
心
部
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
民
間
へ
の
貸
付
け
、
売
却
も

含
め
、
街
中
の
に
ぎ
わ
い
創
出
の
た
め
に
利

活
用
で
き
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

【
人
口
減
少
問
題
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
】

問
今
年
度
10
月
末
ま
で
の
転
入
者
、
転
出
者

の
人
数
及
び
年
代
、
性
別
、
移
動
地
域
を
問

う
。
ま
た
、
鬼
北
町
へ
の
移
住
促
進
を
図
る

た
め
、
移
住
者
に
対
し
て
新
た
な
支
援
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
転
入
者
は
、
男
性
82
人
、
女
性
１
０
７

人
、
計
１
８
９
人
で
、
県
内
か
ら
の
転
入
者

が
１
１
７
人
、
県
外
か
ら
は
52
人
、
海
外
か

ら
20
人
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
別
で
は

　

10
代
未
満
が
21
人　

10
代
が
10
人

　

20
代
が
58
人　
　
　

30
代
が
25
人

　

40
代
が
19
人　
　
　

50
代
が
18
人

　

60
代
が
19
人　
　
　

70
代
が
３
人

　

80
代
が
９
人　
　
　

90
代
が
７
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、転
出
者
は
、男
性
63
人
、女
性
68
人
、

計
１
３
１
人
で
、
県
内
へ
の
転
出
者
が
71
人
、

県
外
へ
は
45
人
、
海
外
に
15
人
と
な
っ
て
お

り
、
年
齢
別
で
は

　

10
代
未
満
が
11
人　

10
代
が
19
人

　

20
代
が
46
人　
　
　

30
代
が
15
人

　

40
代
が
11
人　
　
　

50
代
が
８
人

　

60
代
が
４
人　
　
　

70
代
が
３
人

　

80
代
が
９
人　
　
　

90
代
が
５
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
移
住
フ
ェ

ア
に
お
い
て
、
移
住
希
望
者
向
け
の
相
談
会

を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
空
き
家
活
用
補
助

事
業
を
通
じ
て
、
移
住
者
の
獲
得
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
更
な
る
支
援
策
と
し

て
、
特
定
地
域
に
お
け
る
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
し
た
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
、
移
住
お
試

し
住
宅
の
整
備
、
民
間
が
整
備
す
る
賃
貸
共

同
住
宅
へ
の
整
備
事
業
費
補
助
金
の
創
設
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
北
宇
和
高
校
入
学
を
目
的
に
校
区

外
か
ら
町
内
に
世
帯
で
転
入
さ
れ
る
方
へ
の

賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
な
ど
、
高
校
魅
力
化
も

兼
ね
た
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
移
住
者
拡
大
に
向
け
、

取
り
組
み
の
強
化
、
充
実
を
図
り
た
い
。

問
平
成
30
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
宇
和
島
圏

域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
鬼

北
町
は
今
ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
鬼
北
町
は
宇
和
島
市
と
定
住
自
立
圏
の
形

成
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、「
宇

和
島
圏
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

こ
の
協
定
の
内
容
を
踏
ま
え
、
地
域
の
活
性

化
と
発
展
を
図
る
た
め
、
適
切
に
役
割
を
分

担
し
な
が
ら
、
圏
域
全
体
と
し
て
目
指
す
べ

き
将
来
像
や
そ
の
実
現
の
た
め
、
必
要
な
具

体
的
取
組
等
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
あ
り
、
内
容
に
つ
い

て
は
、「
医
療
」「
福
祉
」「
教
育
」「
産
業
振
興
」

な
ど
、
分
類
ご
と
に
取
組
事
業
を
定
め
、
医

療
分
野
に
つ
い
て
は
、「
適
正
受
診
啓
発
事

業
」
の
ほ
か
２
事
業
。
福
祉
分
野
に
つ
い
て

は
、「
意
思
疎
通
支
援
共
同
実
施
事
業
」
の

ほ
か
３
事
業
。
教
育
分
野
に
つ
い
て
は
、「
不

登
校
児
童
生
徒
支
援
事
業
」
の
ほ
か
２
事
業
。

産
業
振
興
分
野
に
つ
い
て
は
、「
創
業
・
就

業
支
援
事
業
」
の
ほ
か
３
事
業
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、「
移
住
・
定
住
促
進
事
業
」

や
「
職
員
合
同
研
修
事
業
」
な
ど
、
全
体
で

20
近
い
事
業
に
つ
い
て
、
中
心
市
で
あ
る
宇

和
島
市
と
連
携
し
て
圏
域
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
宇
和
島
市
に
お
い
て
、
令
和
３
年

度
に
お
け
る
実
施
結
果
の
取
り
ま
と
め
、
検

証
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

今
年
度
は
計
画
期
間
の
最
終
年
度
で
あ
る
た

め
、
５
年
間
の
事
業
成
果
を
検
証
の
上
、
取

組
事
業
の
見
直
し
や
新
規
取
組
事
業
の
検
討

を
行
い
、
次
期
の
「
宇
和
島
圏
域
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
取
組
事
業

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
圏
域
全
体
で
事

業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
鬼
北
町
長
期
総
合
計
画
の
１
４
９
ペ
ー

ジ
、「
現
状
か
ら
見
え
る
課
題
」
中
「
本
町
の

田
舎
暮
ら
し
の
魅
力
な
ど
の
情
報
を
届
け
た

い
層
に
届
け
て
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。」
と

あ
る
が
、
こ
の
課
題
は
解
決
で
き
た
の
か
。
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答
鬼
北
町
の
抱
え
る
課
題
は
、
農
林
業
、
商

工
業
の
振
興
、
雇
用
の
創
出
、
地
域
福
祉
の

推
進
、
交
通
環
境
の
充
実
、
防
災
の
ほ
か
、

そ
の
分
野
は
多
種
に
わ
た
り
、
効
果
的
な
町

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
も
、
そ
の
対
策
や
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
早
期
に
進
め

る
よ
う
、
担
当
課
に
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

広
報
誌
や
メ
デ
ィ
ア
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な

ど
、
個
々
そ
れ
ぞ
れ
が
利
用
す
る
情
報
媒
体

も
、
年
齢
層
や
内
容
に
よ
っ
て
選
択
肢
の
幅

が
広
が
る
中
、
町
職
員
が
自
由
に
発
信
、
写

真
投
稿
を
可
能
と
す
る
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
の
運
用
や
、
移
住
支
援
に
特
化
し
た
イ
ン

ス
タ
の
開
設
、ま
た
、今
年
整
備
し
た
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
「
ワ
ー
ム
ス
」
や
「
公
営

塾
」、
そ
れ
ら
施
設
利
用
者
か
ら
の
イ
ン
ス

タ
配
信
な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
が
活
用
す
る

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
、
現
在
、
情
報

発
信
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
に
よ
り
鬼
北
町
に
興
味
を
持
た
れ

た
方
を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
誘
導
す
る
仕

組
み
を
構
築
し
、
更
な
る
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
き
、
移
住
の
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て

も
、
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
後
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
充

実
化
を
図
り
な
が
ら
、
新
し
い
情
報
を
発
信

し
、
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

◆
兵
　
頭
　
　
　
稔
　
議
員

【
水
道
事
業
に
つ
い
て
】

問
水
道
法
第
１
条
に
、「
清
浄
に
し
て
豊
富

低
廉
な
水
の
供
給
を
図
り
も
っ
て
公
衆
衛
生

の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
と
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ
る
が
、
鬼
北
町

の
水
道
事
業
が
こ
れ
に
該
当
す
る
の
か
。

答
鬼
北
町
の
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
質
問

に
引
用
さ
れ
た
条
文
の
前
段
に
あ
る
「
こ
の

法
律
は
、
水
道
の
布
設
及
び
管
理
を
適
正
か

つ
合
理
的
な
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
水
道
の

基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
」
と
い
う

条
文
も
含
め
て
、
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
経

営
を
行
っ
て
い
る
。

問
水
道
法
施
行
規
則
第
12
条
第
２
号
に
「
料

金
が
お
お
む
ね
３
年
を
通
じ
財
政
均
衡
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
設
定
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
鬼
北
町
の
水
道
料

金
は
こ
れ
を
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
。

答
法
令
規
則
を
遵
守
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

問
鬼
北
町
の
水
道
料
金
の
算
定
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
。

答
現
行
料
金
に
つ
い
て
は
、
水
道
料
金
改
定

理
由
・
改
定
の
基
本
方
針
を
作
成
し
、「
料
金

の
算
出
根
拠
及
び
経
常
収
支
の
概
算
」、「
料

金
算
出
根
拠
年
次
明
細
書
」、「
財
政
収
支
計

画
表
」、「
料
金
収
入
・
そ
の
他
の
収
入
内
訳

書
」、「
人
件
費
一
覧
表
」、「
減
価
償
却
費
明

細
」、「
企
業
債
年
次
別
返
済
額
明
細
書
」
等

の
資
料
を
作
成
精
査
し
算
定
し
て
お
り
、
そ

の
内
容
を
議
会
で
説
明
し
た
上
で
、
議
決
を

い
た
だ
き
、
水
道
料
金
を
決
定
し
て
い
る
。

問
純
利
益
が
９
千
万
、
利
益
剰
余
金

２
億
８
千
万
も
あ
る
の
に
、
財
政
融
資
資
金

を
借
り
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。

答
令
和
３
年
度
分
の
財
政
融
資
資
金

５
千
１
１
０
万
円
に
つ
い
て
は
、
資
本
的
収

支
に
か
か
る
建
設
改
良
費
の
財
源
と
し
て
借

り
入
れ
て
い
る
。
当
該
配
水
管
布
設
替
工
事

に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
対
象
外
事
業
と
な

る
の
で
、
起
債
対
象
事
業
と
し
て
実
施
し
た

も
の
で
あ
る
。
決
算
上
９
千
２
０
０
万
円
程

度
の
純
利
益
の
計
上
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は

収
益
的
収
支
で
の
利
益
で
あ
り
、
資
本
的
収

支
と
は
区
別
す
る
も
の
で
、
財
政
融
資
資
金

を
借
り
な
い
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

未
処
分
利
益
剰
余
金
２
億
８
千
７
５
３
万
円

に
つ
い
て
は
、
決
算
認
定
の
際
に
議
決
を
い

た
だ
き
、
剰
余
金
処
分
を
行
っ
て
お
り
、
自

己
資
本
金
へ
の
８
千
１
６
８
万
円
の
組
入
れ

の
ほ
か
、
減
債
積
立
金
に
２
千
万
円
、
建
設

改
良
積
立
金
に
６
千
万
円
の
積
み
立
て
を
し

て
い
る
が
、
こ
の
積
立
金
は
資
本
的
収
支
不

足
額
の
補
て
ん
財
源
と
な
る
の
で
、
財
政
融

資
資
金
を
借
り
て
な
お
不
足
す
る
財
源
を
補

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

【
鬼
北
町
の
観
光
に
つ
い
て
】

問
令
和
３
年
度
主
要
な
施
策
の
成
果
に
「
鬼

に
ち
な
ん
だ
商
品
開
発
を
進
め
産
業
振
興
に

つ
な
げ
ま
す
」
と
あ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、

「
鬼
」
関
連
物
産
品
開
発
数
89
品
と
な
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
品
物
が
あ
る
か
。

答
「
鬼
」
関
連
物
産
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
「
広
見
森
の
三
角
ぼ
う
し
」、「
日

吉
夢
産
地
」
な
ど
、
道
の
駅
に
お
い
て
開
発
、

販
売
い
た
だ
く
な
ど
、「
鬼
の
ま
ち
鬼
北
町
」

の
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

関
連
物
産
品
目
の
内
訳
と
し
て
は
、「
ピ

ン
ブ
ロ
ー
チ
」
や
「
ア
ク
セ
サ
リ
ー
」
な
ど

雑
貨
類
が
57
品
目
、
鬼
米
や
鬼
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
な
ど
食
品
類
が
32
品
目
の
合
計
89
品
目

に
も
上
り
、
昨
年
度
は
、
日
本
郵
便
と
の
包

括
連
携
協
定
に
よ
り
、
新
商
品
の
「
鬼
北
町

オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手
」
を
日
本
郵
便

で
作
成
し
、県
内
の
全
郵
便
局
、徳
島
・
高
知
・

高
松
の
中
央
郵
便
局
で
販
売
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
地
域
や
関
係
団

体
と
の
連
携
に
よ
り
、
関
連
商
品
の
開
発
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
主
要
な
施
策
の
成
果
に
記
載
の
あ
る
、
交

流
拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
整
備
箇
所

と
進
み
具
合
を
伺
う
。

答
町
内
観
光
産
業
の
力
強
い
成
長
の
た
め
、

拠
点
施
設
の
整
備
に
よ
る
町
内
観
光
の
再

生
、
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
宿
泊
施
設
等

の
改
修
は
必
須
と
捉
え
、
拠
点
の
一
つ
で
あ

る
成
川
渓
谷
休
養
休
憩
施
設
に
つ
い
て
は
、

休
養
セ
ン
タ
ー
玄
関
ま
で
の
車
両
の
乗
り
入

れ
を
可
能
と
す
る
進
入
路
整
備
工
事
を
進
め

て
い
る
ほ
か
、
休
養
セ
ン
タ
ー
１
階
の
改
修

工
事
、
休
養
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
す
る
ロ
ッ
ジ

の
改
修
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
進
入
路
整

備
、
休
養
セ
ン
タ
ー
１
階
の
改
修
工
事
の
完

成
を
来
年
３
月
下
旬
、
ロ
ッ
ジ
の
改
修
及
び

外
構
工
事
の
完
成
を
、
来
年
６
月
と
見
込
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
節
安
ふ
れ
あ
い
の
森
に
つ
い
て
は
、

観
光
行
政
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
に
現

地
を
視
察
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
県
外
で
サ
ウ

ナ
事
業
や
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
を
展
開
す
る
観

光
企
業
に
現
地
視
察
を
依
頼
し
、
再
構
築
に

よ
る
施
設
の
活
用
、
整
備
に
つ
い
て
協
議
を

予
定
し
て
い
る
が
、
専
門
家
の
意
見
も
参
考

に
、
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
し
た
観

光
拠
点
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
山
　
本
　
博
　
士
　
議
員

【
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金

に
つ
い
て
】

問
ど
こ
か
で
線
引
き
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
し
の
課
税
で
給

付
金
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
々
の
救
済
は

で
き
な
い
も
の
か
。

答
質
問
の
趣
旨
は
十
分
に
理
解
で
き
る
が
、

町
と
し
て
は
、
国
の
定
め
て
い
る
基
準
に
基

づ
き
、
支
給
決
定
を
行
う
こ
と
が
妥
当
で
あ

り
、
今
後
継
続
し
て
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
給
付
金
ご
と
に

基
準
を
変
動
さ
せ
る
こ
と
は
、
公
平
さ
を
欠

く
要
因
と
な
り
う
る
こ
と
か
ら
も
、
国
の
基

準
に
準
拠
し
た
扱
い
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て
】

問
本
当
に
苦
し
ん
で
い
る
世
帯
、
例
え
ば

５
人
家
族
で
、
５
万
で
10
万
円
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
購
入
の
権
利
が
あ
り
、
２
万

円
分
は
購
入
で
き
た
が
、
３
万
円
分
は
余

裕
が
な
く
て
購
入
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う

世
帯
も
あ
る
。
ま
た
、
今
回
も
プ
レ
ミ
ア
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ム
商
品
券
販
売
準
備
業
務
委
託
料
と
し
て
、

５
１
４
万
７
千
円
の
予
算
が
か
か
っ
て
い

る
。

　

補
助
金
は
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
方
、
苦

し
ん
で
い
る
方
々
を
助
け
る
た
め
の
も
の
だ

と
思
う
が
、
町
長
と
し
て
ど
う
思
う
の
か
。

答
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
事
業
」
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

の
波
が
繰
り
返
さ
れ
る
中
、
落
ち
込
ん
で
い

る
消
費
を
下
支
え
し
、
町
内
経
済
の
活
性
化

を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
が
、
販
売
単
価
を

１
セ
ッ
ト
５
千
円
と
し
、
世
帯
分
の
一
括
購

入
が
困
難
な
場
合
は
、
期
間
内
で
あ
れ
ば
分

割
で
何
度
で
も
購
入
い
た
だ
け
る
な
ど
、
物

価
高
騰
の
影
響
に
よ
る
家
計
負
担
の
軽
減
、

生
活
支
援
に
も
配
慮
し
た
内
容
と
し
て
い

る
。

　

期
間
内
に
お
い
て
家
族
分
す
べ
て
を
購

入
、ま
た
、期
間
内
で
の
利
用
が
困
難
な
ケ
ー

ス
も
想
定
は
さ
れ
る
が
、
７
月
か
ら
９
月
の

期
間
に
お
い
て
実
施
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
に
い
て
は
、
購
入
率
は
90
％
と
、
多
く
の

方
に
購
入
い
た
だ
き
、
本
来
の
目
的
で
あ
る

地
域
経
済
の
活
性
化
、
消
費
喚
起
を
促
す
策

と
し
て
有
効
な
手
段
、
事
業
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

　

ご
指
摘
の
「
本
当
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ
る

方
々
へ
の
補
助
と
な
っ
て
い
る
の
か
」
な
ど
、

生
活
弱
者
の
方
々
の
救
済
、
支
援
に
直
接
繋

が
る
性
質
の
事
業
と
は
異
な
る
が
、
物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
生

活
支
援
対
策
事
業
の
一
つ
と
も
捉
え
て
お

り
、
今
後
も
実
情
に
応
じ
た
支
援
策
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
生

活
の
安
定
を
図
る
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

【
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て
】

問
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
あ
た
り
町
の

行
財
政
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
。

答
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
に
お
い
て
は
、
事

業
者
が
発
行
す
る
請
求
書
等
が
イ
ン
ボ
イ
ス

（
適
格
請
求
書
）
で
な
け
れ
ば
、
買
手
で
あ

る
課
税
事
業
者
は
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
負
担
す
る
消
費
税

額
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
地
方
公
共

団
体
に
お
い
て
も
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
と
し
て
の
登
録
申
請
を
行
い
、
イ
ン
ボ
イ

ス
を
買
手
で
あ
る
事
業
者
に
交
付
す
る
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
来
年
度
に
特
別
会
計
か
ら
公
営
企

業
会
計
に
移
行
す
る
下
水
道
事
業
を
含
め
、

水
道
事
業
、
病
院
事
業
の
公
営
企
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
現
時
点
で
既
に
消
費
税
の
申
告

を
行
っ
て
い
る
が
、
事
業
者
へ
の
課
税
売
上

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行

す
る
必
要
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
経

費
が
発
生
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
三
角
ぼ
う
し
な
ど
道
の
駅
、
農
協
や
市
場

に
出
荷
さ
れ
て
い
る
方
々
及
び
免
税
事
業
者

の
方
々
に
対
し
て
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
に
あ
た
り
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
予
定
か
。

答
農
協
や
市
場
に
出
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
、
農
協
特
例
と
卸
売
市

場
特
例
に
よ
り
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
義
務

が
免
除
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
、「
森

の
三
角
ぼ
う
し
」
と
「
日
吉
夢
産
地
」
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、
直
販
部
会
員
の

方
々
な
ど
が
出
荷
し
た
商
品
の
イ
ン
ボ
イ
ス

を
、
お
客
様
に
交
付
で
き
る
よ
う
な
対
応
を

検
討
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

　

免
税
事
業
者
の
方
で
も
、
道
の
駅
で
の
販

売
が
今
ま
で
通
り
行
え
る
よ
う
な
対
応
を
、

町
内
２
カ
所
の
道
の
駅
に
は
指
導
し
て
い
き

た
い
。

問
個
人
で
頑
張
っ
て
い
る
担
い
手
の
方
、
認

定
農
業
者
の
方
々
は
、
少
し
で
も
収
益
を
増

や
そ
う
と
苦
労
し
て
販
路
を
開
拓
し
頑
張
っ

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
売
上
も
落
ち
、

大
変
な
時
期
に
大
変
な
負
担
増
と
な
る
。
町

と
し
て
支
援
や
対
応
策
を
考
え
て
な
い
か
。

答
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
は
、
国
の
消
費
税

に
係
る
制
度
の
導
入
で
あ
り
、
担
い
手
の
方

や
、
認
定
農
業
者
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
農

林
業
以
外
で
も
町
内
で
個
人
事
業
主
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
全
て
の
事
業
者
の
方
々
に
、

大
変
な
負
担
増
を
課
す
も
の
で
あ
る
の
で
、

担
い
手
の
方
、
認
定
農
業
者
の
方
々
だ
け
を

支
援
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
福
　
原
　
良
　
夫
　
議
員

【
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
】

問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
調
査
を
し
た
こ
と
は

あ
る
か
。

答
愛
媛
県
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
７
月
５

日
か
ら
20
日
ま
で
の
16
日
間
、
県
内
の
公
立

小
学
校
の
５
、６
年
生
、
公
立
中
学
校
及
び

県
立
学
校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
調
査
が
実

施
さ
れ
て
い
る
が
、
鬼
北
町
独
自
で
の
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
の
調
査
は
、
実
施
し
て
い
な
い
。

問
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

答
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
支
え
て
い

く
た
め
、
関
係
部
局
が
協
議
・
連
携
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
る
。
不
登
校
の
児
童
・
生
徒

や
、
メ
ン
タ
ル
相
談
等
で
精
神
的
に
支
援
が

必
要
な
ケ
ー
ス
な
ど
に
は
、
保
健
師
が
、
家

庭
訪
問
等
で
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、

必
要
な
支
援
を
ケ
ー
ス
会
議
等
に
お
い
て
検

討
し
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
疑
う
事
案
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
側
面
的
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
本
人
か
ら
訴
え
等
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
児
童
相
談
所
と
連
携
し

て
、
保
護
す
る
場
合
も
あ
る
。

【
生
理
用
品
の
無
償
配
布
に
つ
い
て
】

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
、
生

活
に
不
安
を
抱
え
る
女
性
を
支
援
す
る
取
り

組
み
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
鬼
北

町
は
、
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る

の
か
。

答
鬼
北
町
に
お
い
て
も
、
愛
媛
県
を
通
じ
て

県
内
企
業
３
社
よ
り
ご
提
供
い
た
だ
い
た
生

理
用
品
を
、
昨
年
６
月
か
ら
無
償
配
布
し
て

い
る
。

　

配
布
に
つ
い
て
は
、
女
性
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
等
に
配
慮
し
、
個
人
情
報
等
を
求
め
る

こ
と
な
く
、
役
場
本
庁
の
福
祉
窓
口
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
日
吉
支
所
窓
口
に
お
い
て
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
小
学
校
や
中
学
校
の
保
健

室
等
で
も
配
布
を
行
っ
て
い
る
。

【
出
産
・
子
育
て
応
援
に
つ
い
て
】

問
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
し
た
方
に
購

入
費
の
補
助
は
で
き
な
い
か
。

答
保
育
所
統
廃
合
に
併
せ
た
新
た
な
子
育
て

支
援
策
と
し
て
、
令
和
５
年
度
か
ら
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入
補
助
を
実
施
す
る
よ
う

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
乳
幼
児
１
人
に
つ
き

１
台
、
補
助
率
３
分
の
２
、
補
助
限
度
額
を

２
万
円
と
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問
出
生
時
に
、
１
人
に
つ
き
５
万
円
と
あ
る

が
、
出
生
前
に
は
交
付
で
き
な
い
の
か
。

答
支
給
の
基
準
は
、
出
生
の
時
点
で
、
居
住

期
間
や
今
後
の
定
住
に
関
し
て
判
断
す
る
た

め
、
出
生
前
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
考
え
て
い
な
い
。

問
政
府
は
、
妊
娠
・
出
産
し
た
女
性
を
支
援

す
る
「
出
産
準
備
金
」
を
２
０
２
３
年
１
月

か
ら
支
給
す
る
方
針
を
示
し
た
。
予
算
が
成

立
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
支
給
方
法
に
す

る
の
か
。

答
「
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
」
の
支
給

方
法
は
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
る
観
点
か
ら
、
自
治
体
の

判
断
・
創
意
工
夫
に
よ
り
、
産
後
ケ
ア
、
一

時
預
か
り
、
家
事
・
育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
等

の
利
用
料
助
成
・
利
用
料
減
免
や
出
産
・
育

児
関
連
用
品
等
の
商
品
券
（
ク
ー
ポ
ン
）
の

支
給
、
妊
婦
健
診
の
交
通
費
や
ベ
ビ
ー
用
品

の
購
入
・
レ
ン
タ
ル
費
用
等
の
助
成
な
ど
、

幅
広
い
支
給
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
が
、
年
度
内
に
給
付
を
開
始
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
鬼
北
町
で
は
現
金
給
付
を

予
定
し
て
い
る
。
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　１月３日、広見体育センターで「令和５年鬼北
町二十歳のつどい」が開催されました。
　民法改正により、令和４年４月１日から成人年
齢が 18 歳に引き下げられたことを受け、町では成
人式を「二十歳のつどい」へ名称変更し、20 歳を
迎える方を対象に実施。55 人 ( 男 32 人、女 23 人 )
が出席しました。
　式典では、兵頭誠亀鬼北町長が「一生に一度の
節目。日ごろ思っていてもなかなか言えない感謝
の気持ちを、周囲の方に伝えてほしい」と、出席
者を激励。恒例となった恩師からのビデオレター
の上映が始まると、懐かしい顔ぶれと恩師からの
祝福の言葉に、会場は温かな空気に包まれました。
　出席者を代表しての謝辞では、武田大輝さん =
近永 =が「これから先、どんなに辛く逃げ出した
いことがあっても、諦めず仲間と一緒に夢や目標
に向かって努力し続けたい」と、20 歳としての決
意と謝辞を述べていました。
　記念撮影の後、クラスメイト同士で写真を撮っ
たり、お互いに近況を報告し合ったりと、友人と
の再会を懐かしむ参加者たち。人と人とのつなが
りの大切さを改めて感じながら、20 歳としての新
たな決意を胸に、晴れのひとときを笑顔で過ごし
ていました。

❶写真パネルの前で ❷謝
辞を述べる武田大輝さん=
近永 = ❸町長から記念品
を受け取る井関来望さん=
近永 = ❹懐かしいあの頃
… ❺久々の再会にこぼれ
る笑み ❻インスタントカ
メラでパシャリ！ ❼全員
での記念撮影 ❽ 20 歳を迎
えての抱負は… ❾この日
の思い出を級友同士で

1
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　「令和５年子泣かし天狗祭」は１月８日、広見体
育センターで行われました。
　鬼ヶ城から山里に下りてきた天狗が、子どもたち
の健やかな成長と幸せを祈願するこのお祭り。今
年は、令和３年に誕生した町内の子ども 26 人とそ
の家族などが参加しました。
　太鼓の音とともに現れ、ゆっくりと子どもたち
に近づいていく天狗。迫り来るその不気味で異様
な姿に、泣き叫ぶ子どもたちの声が会場中に響き
渡ります。
　天狗に名前を呼ばれた子どもは、保護者の手から
天狗の腕の中へ。恐怖のあまり手足をバタつかせて
絶叫したり、キョトンとして何事もない様子でいた
りと、子どもたちはさまざまな反応を示します。「大
きく育て」「可愛く育て」と叫ぶ天狗の声に合わせ
て、保護者らが大太鼓を力強く打ち鳴らし、我が子
の健やかな成長を祈願。最後に、「太鼓集団魁」に
よる力強いお祝いの演奏で幕を閉じました。

❶❼恐ろしい形相で子どもを
待ち受ける天狗 ❷❸❺❻❽❾
11天狗の腕に抱かれて泣き叫
んだり、平然としていたり、
さまざまな反応を見せる子ど
もたち ❹太鼓を打ち鳴らす保
護者 10神通力で子どもたちの
幸せを祈る天狗
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まちのお知らせ

永きにわたる献身的な消防活動により　端宝単光章を受章表　彰
Topics

　11 月３日、元鬼北町消防団団長の水野和
昭さん＝出目＝に、端宝単光章が贈られま
した。
　水野さんは、昭和 53 年 12 月に広見町消
防団に入団。平成23年から平成29年まで、
鬼北町消防団団長を６年間務め、規律厳正
な消防団の育成強化に尽力するとともに、
本町消防力の強化に貢献されました。
　平成 29 年の退任後も、永年の経験・知
識を生かし、消防団に指導・助言を行うな
ど活躍されてきた功績が称えられ、このた
びの受章となりました。

全国農業高校 お米甲子園2022　特別優秀賞受賞表　彰
Topics

　12 月２・３日、長野県小諸市で開催され
た「全国農業高校 お米甲子園 2022」最終
審査において、北宇和高校生の出品したお
米が、特別優秀賞を受賞しました。
　最先端の検査機器による食味の測定と、
専門家による食べ比べにより、炊飯したお米
の “香り・粘り・つや・食感・甘み ”など、
おいしさを競うお米甲子園。生産食品科作物・
果樹班の生徒たちが、愛媛県のオリジナル新
品種「ひめの凜」を校内の実習田で丹精込め
て栽培し、今回の受賞となりました。
　兵頭町長は「東北地方など名だたる米ど
ころに劣らない、おいしい米づくりに今後
も取り組んでほしい」と受賞報告に訪れた
生徒たちを激励しました。

問 教育課　学校教育係　内線4117

紹　介
Topics

Let's enjoy learning English together!

新しいＡＬＴ(外国語指導助手)が仲間入りしました！

ＡＬＴ ( 外国語指導助手 ) として、新たにホーン・ジョン・パトリックが着任しました。

H
ホ ー ン

ONE　J
ジ ョ ン

OHN　P
パ ト リ ッ ク

ATRICK
通　称　ジョン
出身地　アイルランド共和国
趣　味　サッカー、ハイキング、読書、言語学
抱　負
　ドニゴールという、鬼北町みたいな町で育ちました。アイルランドに
は “ 見知らぬ人は、まだ会ったことのない友達です ” という格言があり
ます。新しい町で、たくさんの友達ができることを楽しみにしています。
どうぞよろしくお願いします。
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Kihoku’s News

問 農林課　農政係　内線2433

最後の清流四万十川を守るお米

自然環境米「鬼北のせせらぎ」販売開始
お知らせ
info

　12 月 27 日、自然環境米「鬼北のせせらぎ」の販売が
開始されました。
　広見川等農業排水対策協議会では、代かき後の水田
に散布することで、濁りを早く抑える効果のある「石
こう資材」の効果実証を、平成 31 年から開始。ゴール
デンウィーク時期に、愛媛県からの農業濁水が高知県の
四万十川に流れ込み、景観を悪くしているなどの問題に
取り組んできました。このたび、石こう資材の効果が確
認できたことから、令和４年に実証圃場で作付けしたお
米を「鬼北のせせらぎ」のブランド名で販売を開始。道
の駅広見森の三角ぼうしで、600 円／ kg で販売されてい
るほか、宇和島市・鬼北町のふるさと納税返礼品として
も登録されており、自然環境に配慮した米づくりが、今
後ますます広がることが期待されます。

問 企画振興課　地域活力創出係　内線2211

地域課題の解決に共同で取り組みます

新居浜工業高等専門学校と鬼北町との包括連携協定調印式
お知らせ
info

　12 月 22 日、新居浜工業高等専門学校と鬼北町
との包括連携協定調印式が、中央公民館で行われ
ました。
　町が「鬼北町農林業政策アドバイザー」を委嘱
している和気仁志氏（独立行政法人国立高等専門
学校機構・本部事務局）を中心に協議・検討を重ね、
下記の項目を軸とした包括連携協定を締結。農林
業分野に限らず、地域課題の解決や住民サービス
の向上に向けて、鬼北町と新居浜高専が共同で取
り組み、活力ある個性豊かな地域社会の形成・発
展を目指すこととしました。
包括連携協定に基づく連携事項
１　産業および地域の活性化に関すること
２　人材の育成に関すること
３　教育・文化の振興に関すること
４　その他本協定の目的を達成するために
連携協力が必要な事項に関すること

入札日 工事名 場所 工事概要
落札業者

主管課
落札額（税抜）

11/18 史跡等妙寺旧境内ガイダンス施設建設工事（展示工事） 中野川 ガイダンス施設内装仕上げ展示
工事

㈱トリアド工房
教育課

50,890,000

問 総務財政課　管財係　内線2209

令和４年度11月の鬼北町工事入札結果お知らせ
info

▲高専の学生が提案した「鬼北の微生物による地域活性化」

左：「鬼北のせせらぎ」を生産する、有田豊史さん＝東仲＝
右：「三間のせせらぎ」を生産する、渡辺吉男さん＝三間町＝

広報きほく　2023.213



まちのお知らせ

問 農林課　農政係　内線2433

お知らせ
info 野菜・果樹用肥料の高騰対策支援事業について

１　補助対象者
・個人：町内に住所を有する方　　・法人：町内に主たる事務所を有する方
・町税等を滞納していない方
・令和 4年中に 15 万円以上の野菜または果樹の販売実績がある方
２　補助概要
・令和４年１月～ 12 月に購入した野菜・果樹用肥料の購入費の１／５以内
※肥料は、野菜、果樹に使用した「肥料の品質の確保等に関する法律」（肥料法）に基づき、登録
または届出されたもの。
※農協や肥料販売店を通じて、国事業「肥料価格高騰対策事業費補助金」を申請された方は、補
助対象月を重複した申請はできません。

３　申請書類の取得先および提出先
　農林課、日吉支所、最寄りの公民館
４　申込期限
　令和５年２月 10 日（金）

問 町民生活課　課税管理係　内線2121

お知らせ
info 軽自動車の新制度について

国の事業 町補助金の対象となる期間
秋肥分の申請をされた方

（令和４年６月～10月購入分）
令和４年１月～５月購入分
令和４年11月～ 12月購入分

春肥部分の申請をされた方
（令和４年11月～令和５年５月購入分） 令和４年１月～10月購入分

秋肥分および春肥分の申請をされた方
（令和４年６月～令和５年５月購入分） 令和４年１月～５月購入分

軽JNKS(軽自動車納付確認システム)について
　令和５年１月４日より開始の軽JNKS(軽自動車税納付確認システム)により、継続検査窓口での納
税証明書の提示が原則不要となります。
　※250cc以下の二輪車については対象外です。
次のようなケースは、紙の納税証明書が必要になる場合があります。
・納付した直後のため、軽JNKSに納付情報が登録されていない場合
・中古車の購入直後の場合
・他の市区町村へ引っ越した直後の場合
・対象車両に過去の未納がある場合
※軽JNKSへの納付情報登録に相応の日数を要する場合があるため、車検でお急ぎの際は早めの納
付をお願いします。

軽OSS(軽自動車ワンストップサービス)について
　令和５年１月４日より開始の軽OSS(軽自動車ワンストップサービス)により、軽自動車の新車を購
入した際に、インターネットで申請、申告、納付の各種手続きが行えます。軽OSSは24時間365日い
つでもパソコンからインターネットで行えるようになるため、手続きのために行政窓口に出向く必
要がありません。
・250cc以下の二輪車・小型特殊自動車は軽OSSの対象外です。
・スマートフォンやタブレットからの申請はできません。
※軽OSSを利用するためには、パソコン、電子証明書(マイナンバー等)、ICカードリーダ等の準備
が必要です。
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Kihoku’s News

問 ねんりんピック推進室　ねんりんピック推進係　内線3600

　ねんりんピックは、スポーツや文化の種目を行うだけでなく、「健康長寿」をテーマに各会場にお
いて健康関連イベントが実施される予定です。当町でも「健康づくり教室」と題して、健康相談や
体力測定、あるいは医療機器を用いた健康測定を実施予定です。皆さんの健康保持増進を手助けで
きるよう計画を進めていますので、ご来場の際はぜひお立ち寄りください。
　次に、令和４年 11 月６日（日）に開催しましたリハーサル大会の結果をご報告いたします。

鬼北町実行委員会より

問 県後期高齢者医療広域連合　☎089-911-7733（後期高齢者医療制度加入の方）
問 町民生活課　保険年金係　内線2114（国民健康保険加入の方）

医療費通知が医療費控除申告に活用できますお知らせ
info

○参加チーム数：48チーム
　【香川県３チーム、高知県１チーム、愛媛県43チーム（内、鬼北町職員19チーム）】
○おもてなしイベント：鬼北きじ汁の提供（鬼北町商工会）
○物品販売コーナー：特産品等の販売（森の三角ぼうし、日吉夢産地）
○その他：無料飲料の提供、観光案内の開設、健康づくり教室の実施など
★大会成績
　優　勝：高知ベアーズ（高知県）
　準優勝：鬼北・日吉（愛媛県鬼北町）【上田敏彦、伊野道利、宮本芳春】
　第３位：トヨタハイエース（香川県）
　第３位：伊方川永田・中野（愛媛県伊方町）

　リハーサル大会を検証して、本大会に向けて更に準備を進めていきます。
　来月からも関連する情報を発信していきますので、ぜひご覧ください。

　健康や医療費に対する意識を高めていただくため、後期高齢者医療保険制度及び国民健康保険の
加入者には、医療費通知（医療費の明細を記載したもの）を定期的に送付しています。この医療費
通知を添付することで、確定申告の「医療費控除」を申告する際に必要な「医療費控除の明細書」
の記入を簡略化することができます。医療費通知の取り扱いは、制度によって異なりますので、下
表を参考にしてください。

（注意事項）
○医療費通知の到着前に確定申告を行う場合は、医療機関が発行した領収書に基づき申告してくだ
さい。医療費通知に記載されていない医療費や、保険外負担された医療費がある場合も領収書に
基づき申告してください。
○医療費通知の額と領収書の額が異なる場合があります。これは、審査の結果や端数処理によるも
のです。
○高額療養費などで補てんされる金額（高額療養費、子ども医療費、福祉医療費、生命保険等）は
対象外ですので、実際にお支払いになった金額に訂正して申告してください。
○確定申告に関することは、国税庁のホームページをご確認いただくか、税務署にお問い合わせく
ださい。

区分 後期高齢者医療保険 国民健康保険

通
知
書
発
送
の
時
期

診療月 発送月 診療月 発送月

令和４年１月～
令和４年10月

令和５年１月下旬～
２月上旬予定

令和４年１月～２月 令和４年４月
令和４年３月～４月 令和４年６月
令和４年５月～６月 令和４年８月
令和４年７月～８月 令和４年10月

令和４年 11月・12月診療分については、医療機
関が発行する領収書をご使用ください。

令和４年９月～10月 令和４年12月
令和４年11月～ 12月 令和 5年２月下旬予定
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問 町民生活課　課税管理係　内線2122

令和５年度　町県民税等申告相談

　令和５年度町県民税の申告相談が、2月 13 日 ( 月 ) から始まります。

【申告に必要なもの】
●農業・営業・不動産の収支内訳書、帳簿、領収書
●給与・公的年金等の源泉徴収票
●個人年金や生命保険一時金の支払通知書　など
●新型コロナウイルス感染症の影響に関して国等か
ら支給された助成金等がある場合は関係書類
●国民年金保険料控除証明書、健康保険料等納付証
明書または領収書　など
●生命保険料、地震（旧長期損害）保険料等の控除
証明書　など
●医療費控除の明細書もしくは医療保険者からの医
療費通知書または領収書、保険給付金等で補てん
がある場合は、支払金額の分かる書類　など
　必ず個人ごと、病院ごとに集計してください。
●所得税の還付を受ける、所得税の納付につき口座
振替を申し込む場合は届出印と通帳
●申告者本人のマイナンバーカードまたは通知カー
ド、運転免許証などの本人確認書類（※代理人に
よる申告の場合も同様）

【注意事項】
●申告は、令和５年１月１日現在、鬼北町に住所を
有する人で、前年（令和４年１月１日から令和４
年12月 31日まで）の所得が対象です。
● e-Tax や税務署で確定申告をされる方について
は、町県民税の申告は必要ありません。
●前年中無収入の方でも、国民健康保険等に加入さ
れている方、各種公的支援・給付（教育・保育・福祉・
医療）の適用を受ける方、課税（所得）証明書等
が必要な方などは、申告が必要な場合があります。
● e-Tax であれば、インターネットを通じて、自
宅から 24時間（確定申告期間は毎日、通常期は
火曜～金曜のみ）申告ができます。詳しくは国税
庁ホームページをご覧ください。

混雑する日がありますので、必要経費や医療費等の
領収証は、必ず事前に整理・集計をして申告会場に
お越しください。

日 曜日 場所 午前の受付（9時～ 11時） 午後の受付（13時～ 15時）
2/10 金 近永公民館 年金受給者の還付申告（近永地区） 年金受給者の還付申告（近永地区以外）
2/13 月 好藤公民館 成藤、西仲 吉波
2/14 火 〃 清延、柏田 平井、田丸、沖、小坂
2/15 水 〃 東仲 沢松
2/16 木 愛治公民館 大宿 生田
2/17 金 〃 清水 畔屋
2/19 日 〃 西野々 ※午後受付なし
2/20 月 日吉支所 父野川下（下本村・川口・上本村） 父野川下（音地・犬飼）、父野川中
2/21 火 〃 父野川上、上大野（植勝・長瀬） 上大野（栗ノ木下・栗ノ木上・堀切）、下鍵山（1・2）
2/22 水 〃 下鍵山（3・4・5・6・7） 下鍵山（8・9・10・11）、上鍵山（下本村1）
2/23 木 〃 上鍵山（下本村2・上本村・巻・長谷・黒川上・黒川下） 日向谷
2/24 金 三島公民館 川上（野地・上） 川上（小越・古用）
2/27 月 〃 小松（清詰・中・安森） 小松（富町・富西・富東）、久保
2/28 火 〃 延川（長穂・駄場） 延川（小野川）、下大野（町・西・東）
3/1 水 〃 下大野（中・中尾坂・上・奥・坂立・御開山） 広見
3/2 木 泉公民館 小倉（川崎・町1・町 2・上住・下住） 小倉（宮口・宮奥・轟）、岩谷
3/3 金 〃 興野々（芳・寺） 興野々（中・東）
3/5 日 〃 上川、小西野々 出目二
3/6 月 近永公民館 牛野川、水分、北川 成川
3/7 火 〃 今在家 奈良中
3/8 水 〃 奈良下（1・2・3） 奈良下（4・5・6・7）、中野川（下1・下 2・上）
3/9 木 〃 中野川（中・一の又）、芝（上・上2・中） 芝（下）、永野市（西山上・西山下）
3/10 金 〃 永野市（舟木・重ヶ森・下） 出目一（1・2・3・4・5）
3/12 日 〃 出目一（峠・中島）、近永（旭町1・2・3） 近永（旭町4・5・6・7・8・9）
3/13 月 〃 近永（新町） 近永（栄町）
3/14 火 〃 近永（本町・南町）、鬼北の里 年則、国遠
3/15 水 〃 予備日 ※午後受付なし
※指定日および指定時間帯での来場にご協力ください。指定日の来場が困難な場合は、指定日以外でも受付いたします。
※役場本庁での相談受付は実施しておりません。必ず申告会場にお越しください。
※各会場に申告資料「収支内訳書」「医療費控除の明細書」等を用意していますので、ご利用ください。
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Kihoku’s Tpicks

　１月６日、コワーキングスペース「ワームス」で
吊るし雛づくりが行われました。
　毎年３月に近永駅周辺で行われる「鬼北桃祭」を
彩ろうと、これまでも地域住民たちが協力して、折
り紙などを使った雛飾りの作成に取り組んできまし
た。今年は、内深田の毛利京染店から譲り受けた反
物を使って、本格的な吊るし雛作りに挑戦。使われ
なくなった反物に命を吹き込もうと、１針１針丁寧
に雛飾りを縫い上げていました。３月５日の鬼北桃
祭に向けて、「ワームス」では雛飾り作成に協力い
ただける住民ボランティアを、随時募集しています。

細やかな手仕事で地域に彩りを

　12月18日、公営塾クリスマスイベントがコワーキ
ングスペース「ワームス」で行われました。
　北宇和高校生が考案した唐揚げや、オーガニック
素材を使ったクッキーの販売のほか、地域おこし協
力隊員による「泉貨紙」と「キジの羽」を使った雑
貨制作のワークショップなどが行われた、クリスマ
スイベント。「お鬼楽塾」に通う高校生たちが、接客・
販売などのスタッフをボランティアで務め、今シー
ズン最初の降雪となった真冬の一日に、イベントを
盛り上げようと奮闘していました。

北宇和高校生がスタッフです！
◎公営塾クリスマスイベント

　12 月 18 日、奈良川河川敷で「鬼北町里山の自然
冬の探鳥会」が開催されました。
　鬼北町トレッキング協会・山下武会長の案内のも
と、鳥のさえずりに耳をすませながら、双眼鏡を使っ
て鳥の姿を観察。雪の奈良川沿いを散策しながら、
普段はなかなか見られない野鳥の細かなしぐさに、
目を奪われていました。
　また、屋内に場所を移し、野生動物の生態につい
ての学習や、鹿の角や鬼くるみを使ったアクセサ
リー作りも行われ、参加者たちは「すごい」「かっ
こいい」と、自然の偉大さを肌で感じていました。

五感を使って自然を楽しむ
◎鬼北町里山の自然冬の探鳥会◎鬼北町里山の自然冬の探鳥会

　12月12日、日吉中学校と広見中学校の生徒が愛媛
大学の学生と交流する、「ドリームアップミーティング」
が愛媛大学キャンパスで初めて開催されました。
　ミーティングは、町内の中学３年生約50名と社会
共創学部や法文学部の学生11名が11の班に分かれ、
大学生が各グループリーダーとなり進行。中学生た
ちは、大学生の中学・高校時代の振り返りや、大学
で学んでいること、将来の目標などを聞いたり、自
分の思いや悩み、夢などを語ったり、アドバイスを
受けたりしながら、これからの進路や生き方への夢
をふくらませていました。

大学生×中学生　未来へ夢をふくらませよう
◎ドリームアップミーティング
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さ
い
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
・
申

　
請
の
み
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
関
連
は
対
象

　
外
）

問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

　
内
線
２
１
７
１
、
２
１
１
２
、

２
１
１
３

　
愛
結
び
と
は
、
愛
媛
結
婚
支
援

セ
ン
タ
ー
が
提
供
す
る
会
員
制
お

見
合
い
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

年
齢
や
住
ん
で
い
る
地
域
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
条
件
を
も
と
に
相
手
を

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日

　時

　
２
月
18
日
㈯※

予
約
が
必
要

13
時
〜
16
時（
受
付
は
15
時
ま
で
）

場

　所

　
近
永
公
民
館
　
１
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ

▼
企
画
振
興
課
地
域
活
力
創
出
係

　
内
線
２
２
１
８

▼
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
南
予
事
務
所

　
☎
０
８
９
３-

５
７-

６
７
０
５

　
ハ
ウ
ス
等
の
園
芸
施
設
を
利
用

し
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
、
自
然

災
害
等
に
よ
る
損
害
に
備
え
、
園

芸
施
設
共
済
に
加

入
し
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合

　
☎
０
８
９
５-

４
９-

５
５
５
０

　
今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
に
な

り
ま
し
た
。確
定
申
告
の
準
備
は
、

も
う
お
済
み
で
す
か
。

申
告
と
納
税
の
期
限

▼
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税

　
　
　
　
　
　
　
３
月
15
日
㈬

▼
贈
与
税
　
　
　
３
月
15
日
㈬

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　
　
　
　
　
　
　
３
月
31
日
㈮

宇
和
島
税
務
署

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間

　
２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬

（
土
、
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
時
間

　
８
時
30
分
〜
16
時

　（
相
談
開
始
は
９
時
か
ら
）

※

入
場
整
理
券
の
配
布
状
況
に
よ

　
り
午
後
４
時
前
で
あ
っ
て
も
、

　
受
付
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

電
話
に
よ
る
申
告
相
談

開
設
期
間

　
１
月
18
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈬

　（
休
日
の
開
設
日
は
、
２
月
19

　
日
㈰
、２
月
26
日
㈰
の
２
日
間
）

受
付
時
間
等

　
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で

【
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
】

　
税
務
署
に
お
電
話
い
た
だ
き
、

自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
０
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

※

確
定
申
告
以
外
の
国
税
に
関
す

　
る
一
般
的
な
ご
相
談
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
自
動
音
声
案
内
に

　
従
い
、「
１
」
を
選
択
し
て
く

　
だ
さ
い
。「
電
話
相
談
セ
ン
タ

　
ー
」
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す

　
会
場
内
の
混
雑
緩
和
の
た
め
、

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
、

「
入
場
整
理
券
」が
必
要
で
す
。（
作

成
済
申
告
書
の
提
出
の
み
で
あ
れ

ば
不
要
で
す
。）

　
入
場
整
理
券
は
、
会
場
で
当
日

配
付
し
ま
す
が
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
通

じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行
も
可

能
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行

の
方
法
は
、①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

か
ら
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
友
だ
ち
追
加
、②「
ト
ー

ク
」
画
面
か
ら
「
相
談
を
申
し
込

む
」
を
選
択
、③
税
務
署
や
来
場

希
望
日
時
を
選
択
、④
内
容
を
確

認
し
て
「
申
込
」
を
タ
ッ
プ
し
て

完
了
、
入
場
時

に
申
込
完
了
画

面
を
掲
示
す
れ

ば
入
場
で
き
ま

す
。

確
定
申
告
書
は
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ

コ
ン
で
作
成
で
き
ま
す
！

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
）
に
ア

ク
セ
ス
す
れ
ば
、
画
面
の
案
内
に

沿
っ
て
入
力
す

る
だ
け
で
申
告

書
が
作
成
で
き

ま
す
。

　
作
成
し
た
申
告
書
は
そ
の
ま
ま

ｅ-
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
送
信
で

き
る
ほ
か
、
印
刷
し
て
郵
送
等
で

税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
に
な
る

　
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　
ド
か
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

　
要
と
な
り
ま
す
。

※

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ

　
て
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
を
す
る
場
合
は
、

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
カ
ー
ド

　
の
読
み
取
り

　
に
対
応
し
て

　
い
る
必
要
が

　
あ
り
ま
す
。

※

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
税
務

　
署
で
即
日
発
行
し
ま
す
。（
申

　
告
さ
れ
る
ご
本
人
が
運
転
免
許

　
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類
を
お

　
持
ち
の
上
、
お
近
く
の
税
務
署

　
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

　
宇
和
島
税
務
署

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

４
５
１
１

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
に
基
づ
く

各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿
救

済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

お
知
ら
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

休
日
臨
時
交
付
窓
口
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
夜
間
交

付
・
申
請
窓
口
開
設
の
お
知
ら
せ

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

「
愛
結
び
」会
場
開
設

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済
に
つ
い
て

宇
和
島
税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

園
芸
施
設
共
済
の
ス
ス
メ
！

▲国税庁LINE
公式アカウント

▲国税庁
ホームページ

▲読取対応
端末の一覧
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Information

徴
で
す
。
　

　
中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

労
働
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
愛
媛
労
働
局
ま
た
は
最
寄

り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
制
度
の
内
容
は
、

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ

で
も
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
労
働
局
労
働
基
準
部

　
労
災
補
償
課

　
☎
０
８
９-

９
３
５-

５
２
０
６

禁
止
ま
た
は
制
限
行
為
の
例

・
河
川
の
水
を
取
水
し
利
用
す
る

　
こ
と
。

・
田
畑
を
耕
作
し
た
り
草
花
を
植

　
え
た
り
す
る
こ
と
。
ま
た
、
資

　
材
を
置
い
た
り
船
舶
な
ど
を
係

　
留
す
る
こ
と
。

・
土
砂
な
ど
を
採
取
し
た
り
竹
木

　
等
を
伐
採
・
採
取
す
る
こ
と
。

・
ス
ロ
ー
プ
を
造
成
す
る
な
ど
、

　
土
地
の
形
状
の
変
更
を
行
う
こ

　
と
。

・
河
川
管
理
施
設
（
堤
防
や
護
岸

　
な
ど
）
を
損
傷
す
る
行
為
、
物

　
を
燃
や
し
た
り
す
る
行
為
、
除

　
草
剤
を
散
布
す
る
こ
と
、
油
・

　
燃
料
・
汚
物
な
ど
を
河
川
に
流

　
す
こ
と
。

・
家
庭
・
粗
大
ゴ
ミ
、
ふ
ん
尿
、

　
動
物
の
死
体
、
そ
の
他
産
業
廃

　
棄
物
等
を
河
川
に
捨
て
た
り
、

　
埋
め
た
り
、
ま
た
は
放
置
し
た

　
り
す
る
行
為
。

※

河
川
は
公
共
用
物
で
す
の
で
、

　
良
好
な
環
境
の
保
全
と
適
正
な

　
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力

　
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
南
予
地
方
局
建
設
部

　
管
理
課
管
理
係

　
☎
０
８
９
５-

２
２-

５
２
１
１

　
内
線
４
０
６

　
本
制
度
の
登
録
企
業
へ
就
職
す

る
学
生
の
奨
学
金
返
還
に
対
す
る

助
成
を
実
施
し
て

お
り
、
助
成
対
象

と
な
る
大
学
生
・

大
学
院
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

対
象
者

▼
令
和
６
年
３
月
末
卒
業
予
定
者

（
100
名
）

▼
令
和
５
年
３
月
末
卒
業
予
定
者

（
50
名
）

募
集
締
切

　
令
和
５
年
２
月
28
日
㈫

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
産
業
人
材
課

　
☎
０
８
９-

９
１
２-

２
５
０
９

　
南
の
島
『
ヨ
ロ
ン
島
』
の
サ
ン

ゴ
礁
の
海
と
美
し
い
自
然
の
中

で
、
全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と

の
共
同
生
活
や
、
様
々
な
野
外
活

動
を
通
し
て
、
言
葉
や
習
慣
の
違

い
を
乗
り
越
え
、
お
互
い
に
協
力

し
助
け
合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
心
を
養
い
ま
す
。

　
今
度
の
春
休
み
は
、
思
い
出
に

残
る
楽
し
い
体
験
を
し
に
、
暖
か

な
南
の
島
『
ヨ
ロ
ン
島
』
に
行
き

ま
せ
ん
か
？

期

　間

　
３
月
26
日
㈰
〜
４
月
１
日
㈯

　
６
泊
７
日

場

　所

　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

説
明
会

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　（
１
月
下
旬
〜
２
月
下
旬
）

定

　員

　
日
本
人
小
学
生
100
名

　
外
国
人
小
学
生
100
名

　（
小
学
２
年
生
〜
６
年
生
）

　（
令
和
５
年
２
月
末
時
点
）

申
込
締
切

　
３
月
６
日
㈪

参
加
費

　
１
４
１
，
０
０
０
円

　（
松
山
空
港
出
発
の
場
合
）

そ
の
他

　
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
☎
０
３-

６
８
２
５-

３
１
３
０

　
学
校
、
職
場
、
家
庭
や
人
間
関

係
な
ど
に
つ
い
て
、
一
人
で
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
臨
床
心

理
師
が
、
無
料
で
相
談
を
受
け
ま

す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

　
２
月
27
日
㈪

13
時
30
分
〜
16
時

　（
３
名
程
度
ま
で
）

対
象
者

　
鬼
北
町
に
居
住
地
を
有
す
る
者

場

　所

　
広
見
保
健
セ
ン
タ
ー

※

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
安
心

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
予
約
制
の
た
め
、
希
望
さ
れ
る

方
は
２
月
20
日
㈪
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
保
健
介
護
課
保
健
係

　
内
線
２
５
０
６

　
愛
媛
県
司
法
書
士
会
で
は
、
毎

年
２
月
の
１
カ
月
間
を
「
相
続
登

記
は
お
済
み
で
す
か
」
月
間
と
定

め
、
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
続
登
記
を
は
じ
め
と
し
て
、

遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
相
続

に
関
す
る
相
談
に
、
司
法
書
士
が

適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所

　
２
月
の
１
カ
月
間
、
県
下
各
司

法
書
士
事
務
所
に
て
随
時
承
り
ま

す
。（
各
事
務
所
に
連
絡
の
上
、

事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。）

相
談
料

　
無
料
（
事
前
予
約
の
場
合
）

相
談
例

・
登
記
名
義
人
が
亡
く
な
っ
た

　
先
々
代
の
ま
ま
な
の
で
す
が…

・
パ
ー
ト
ナ
ー
に
全
財
産
を
相
続

　
さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
ど
う
す

　
れ
ば
？

・
相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人

　
が
い
て
、
遺
産
分
割
協
議
が
で

　
き
ま
せ
ん…

　
　
　
　
　
な
ど

そ
の
他

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
相
続

登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
ま

す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
愛
媛
県
司
法
書
士
会

　
☎
０
８
９-

９
４
１-

８
０
６
５

　
相
続
登
記
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０-

１
３-

７
８
３
２

２
月
は「
相
続
登
記
は
お
済

み
で
す
か
」月
間
で
す
‼

「人権・行政・心配ごと相談」
日時 ２月20日（月）　10時～ 15時
場所 ◆鬼北町総合福祉センターひまわり
　　 ◆日吉保健センター
問人権…町民生活課戸籍住民係  内線2113
　行政…総務財政課行政係  内線2206
　心配…社会福祉協議会  ☎45-3709

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

河
川（
河
川
区
域
内
）に
お
い
て
、

次
の
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
！

募
　
集

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

助
成
対
象
者
募
集

相
　
談

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
ご
案
内
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5・7・5に乗せて

主
語
の
な
き
話
こ
ろ
こ
ろ
日
向
ぼ
こ伊

藤
　
　
京

冬
ぬ
く
し
猫
に
あ
く
び
を
も
ら
い
け
る

高
田
　
弘
子

来
し
方
を
想
ふ
背
に
受
く
隙
間
風

浜
田
　
千
鶴

干
し
柿
や
指
定
席
な
り
軒
下
は

藤
田
　
光
子

靴
下
の
小
指
の
余
る
今
朝
の
冬

福
本
　
恵
子

有
終
の
手
本
と
し
た
し
枯
葉
か
な

井
谷
　
け
い

晩
秋
の
橋
渡
る
風
友
逝
き
ぬ

高
橋
　
　
妙

陽
に
映
え
て
風
の
駆
け
来
る
芒
原

松
岡
　
寛
孝

愛
媛
若
葉
ひ
ろ
み
句
会

寒
泳
の
老
師
大
河
に
深
き
礼

久
保
田
由
布

豆
を
撒
く
当
た
る
も
の
無
き
外
の
闇氏

本
佐
喜
恵

兄
の
星
探
し
て
見
上
ぐ
冬
銀
河

金
子
　
和
子

庭
の
梅
二
三
輪
咲
く
誕
生
日

木
原
　
幸
江

ど
ん
ど
焼
ど
ど
ん
と
爆
ぜ
し
孟
宗
竹末

廣
　
典
子

初
夢
に
昔
通
ひ
し
小
学
校

善
家
　
初
穂

深
閑
と
新
年
迎
ふ
老
夫
婦

土
居
原
佳
子

暁
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
枯
芒

古
谷
　
久
代

扉
無
き
茶
堂
の
床
に
薄
ら
雪

渡
邊
三
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

た
い 

が

　
　
　
　 

ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

や
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
ん  

が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

は
　
　
　
　
　
も
う
そ
う
だ
け

　
　
　
　
　
　
　
　 

か
よ

し
ん
か
ん

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

す
す
き

　
　
　
　
　
　  

さ  

ど
う

愛
治
俳
句
会

こんなSMSやメールが届いたら警戒してください！消費生活だより

　支払方法に問題がある。
　不正利用が確認された。
　カードの不正な取引があった。
　支払が滞っている。
　未払いの税金がある。など

パスワードや ID、暗証番号、クレジッ
トカード番号などの個人情報をだま
し取るフィッシングメールかもしれ
ません。

通販サイト、クレジットカード会社、宅配業者などから

トラブルにあわないために
・メールやSMSに記載されたURLには
　⇒容易にアクセスしない。
・フィッシングサイトにアクセスしても
　⇒個人情報は絶対に入力しない。
・カード情報などを入力してしまったら
　⇒すぐにカード会社に連絡する。
・日頃から⇒ブックマークした正規のURLや
　アプリからアクセスするよう心掛ける。

　困ったときは鬼北町消費生活相談窓口（45-1111）に
ご相談ください。
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コラムの広場

ＡＬＴの鬼の里Ｄiary

きほくのまち人探訪

　わたしが日本で好きなことの一つに、券
売機を使っているレストランがあることです。
アメリカでは、レストランの従業員の動き
が遅かったり、注文が間違っていたりする
と、顧客から頻繁に苦情が寄せられます。
また、従業員は非常に忙しいか、十分なス
タッフがいないことがよくあります。アメリ
カも日本のように券売機を使うべきだと思
います。
　券売機があれば、メニューを簡単に確
認できます。これにより、お客さんが希望
するものを選択する時間が増えます。私は

日本語が上手に話せないいので、券売機
があると、恥ずかしい思いをせずに料理を
注文することができます。また、このシス
テムはとても効率的だと思います。
　最近、道の駅「森の三角ぼうし」のレス
トランで、券売機を使ってきじカレーを注
文しました。初めて食べましたが、とても
美味しかったです。従業員の人も、とても
親切でしたが、券売機のおかげで、あまり
話す必要はありませんでした。券売機レス
トランはとても魅力的だと思うので、他の
外国人にもオススメしたいと思います！

　鬼北町では12月18日に積雪を観測しまし
たね。これは鬼北町でも早い積雪であると
か。東京ではここ３、４年本格的な雪を見
ていなかったので、思わず気分が高まって
しまいました。
　私が鬼北町で迎える初めての冬はとても
印象深いものとなりました。とりわけ今は
日吉地区に暮らしているため、足首まで埋
まる雪の量に驚きです！
　雪景色を眺めていると、雪の重みで枝の
垂れ下がった木を見かけることがあります。
まるで木が深々と頭を下げているようで、
白銀の世界も相まってより一層、厳かな雰
囲気を感じ取ります。自らの実の大きさに

頭を垂れる稲穂とはまた異なる趣であり、
自然の重み、外部からの圧力に耐えるとい
う様は、厳しい環境に根を下ろすことの大
変さとたくましさを教えてくれているように
感じます。季節は
２月になり、春の
息吹もすぐそこま
で来ているのでは
ないでしょうか。
雪の重みに耐える
木を見習い、私も
鬼北に根を下ろす
努力をしていきま
す！

地域おこし協力隊活動日記

～Nicole編～ 「Ticket machine is wonderful!!」

　大洲市の女子サッカーチーム「菅田
SSS パンサーズ」で活躍している、近永
小学校６年生の武田麗さん（写真左）と、
日吉小学校５年生の上山泰枝さん（写真
右）。12 月３・４日に高知県で行われた、
JFA U-12 ガールズゲーム 2022 四国大会に
おいて、３位に入賞しました。
　普段は別々のスポーツ少年団で活動して
いる、麗さんと泰枝さんですが、菅田 SSS
パンサーズには一緒に通っていて、２人と
もチームに欠かせない存在となっています。
　「仲間と協力してプレーすることが楽し
い」とサッカーの魅力を話す麗さんは、４
歳のころから父の指導でサッカーに打ち込

み、今では県大会で最優秀選手に選ばれ
るほどの実力者。泰枝さんにとっては良き
お手本であり、共に技を磨き合えるお姉さ
んのような存在です。
　四国大会では、２位以上の成績で全国
大会に進めますが、今回は３位と一歩届か
ず悔しい結果に。６年生の麗さんは全国大
会出場の夢を、５年生の泰枝さんに託しま
す。
　“ なでしこジャパン ”の活躍で注目を集
めた女子サッカー。まだまだ競技人口の少
ないスポーツですが、学校も学年も違う２
人が切磋琢磨しながら、これからの女子
サッカーを盛り上げていきます。

「女子プロサッカー“ＷＥリーグ”を目指して」

「一面の雪化粧に感動しました！」

地域おこし協力隊1年目

大村　怜
おおむら　  さとし

武田　麗さん
 　たけだ　   うるは

上山　泰枝さん
 　うえやま　    ひ ろ え

▲自宅からの雪景色
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編
集
後
記

▼「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」
で
、
小

中
学
生
時
代
の
写
真
を
指
さ
し
な

が
ら
、笑
顔
は
じ
け
る
若
者
た
ち
。

そ
ん
な
姿
か
ら
、
私
も
自
分
の
子

ど
も
時
代
を
思
い
出
し
て
い
ま
し

た
。
年
齢
を
重
ね
て
も
、
懐
か
し

い
思
い
出
に
触
れ
て
い
る
瞬
間

は
、
心
が
若
返
る
気
が
し
ま
す
。

　思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
も

多
い
毎
日
で
す
が
、
い
つ
ま
で
も

色
あ
せ
な
い
子
ど
も
時
代
の
思
い

出
を
時
々
は
振
り
返
り
な
が
ら
、

20
歳
の
若
者
た
ち
の
よ
う
に
決
意

を
新
た
に
、
未
来
へ
歩
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。（
輝
）

今

月

の

１

枚

「
子
ど
も
の
声
が
う
る
さ
い
」

と
い
う
苦
情
が
入
り
、公
園
が
廃

止
に…

。そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
を
耳

に
す
る
昨
今
で
す
が
、子
泣
か
し

天
狗
祭
で
泣
き
叫
ぶ
子
ど
も
た

ち
は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち

溢
れ
、会
場
に
い
る
だ
け
で
た
く

さ
ん
の
元
気
を
も
ら
っ
た
気
が

し
ま
し
た
。泣
き
叫
ん
で
い
な
い

甥
っ
子
を
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し

に
見
つ
け
て
、頼
も
し
く
感
じ
ま

し
た
！

　鬼北町は、Ⅱ度以上高血圧の方が愛媛
県内でワースト１位と多い町です。
　上記のステッカーに見覚えはありません
か？こちらは、町内のスーパーなどに掲示
中のステッカーです。
　Ⅱ度以上高血圧とは、上の血圧（収縮期
血圧）/下の血圧（拡張期血圧）のどちらか
一方でも、診察室血圧160/100mmHgを
超える、または家庭血圧が145/90mmHg
を超える場合のことを指します。
　高血圧は自覚症状がほとんどありませ
ん。しかし、放置してしまうと動脈硬化が
進み、正常血圧の人に比べて脳心血管病
を発症する危険性が高いことが分かって
きました。
　高血圧には、家族性の要因が60％ある
といわれています。これは、遺伝的要素
や、家族で似た生活環境（食塩過多、運動
不足、肥満など）にあるということが要因と
して考えられます。
　皆さんは、なぜ鬼北町に高血圧の方が
多いのだと思われますか？
ワースト１位が２位…最後には愛媛で一

番高血圧が少ない町！を目指して、みんな
で血圧について考えてみませんか？

　自覚症状が現れにくい、そんな病気は少なくありません。年に一度の
健康診断・がん検診は、高血圧や糖尿病などの生活習慣病などをいち早
く感知して、脳卒中や心筋梗塞、がんなどの重病を予防・早期発見する
ことが可能です。
　健康診断・がん検診の予約は毎年２月から始まります。２月中旬ごろ、
ご自宅に申込案内が届きますので、お手元に届いたら、締め切りまでに
ぜひご予約ください。申し込みを忘れて提出期限を過ぎてしまった方は、
お早めに保健介護課もしくは各公民館駐在保健師までお電話等でお申し
込みください。
　令和５年度も引き続き、新型コロナウイルス感染症の対策を施した上
で健康診断を実施していきます。受診される方も感染対策にご協力をい
ただきますようお願いいたします。

★WEBからの予約ができます★
２月13日より、右記ＱＲコードから今

年の健診予約が可能となります。24時間
いつでも予約でき、空き状況も一目でわか
ります。健診の２週間前まで予約が可能で
すので、ぜひご活用ください。
※託児（９月３日のみ）を希望される方は
別途申込みが必要です。（別途お送りす
る「各種健康診査申込書」でお申込みく
ださい。

　ご自身の身体、大切な人の身体を守るために。いま、健康診断・がん
検診を受けましょう。

健康ほくほく通信健康ほくほく通信健康ほくほく通信
問保健介護課　保健係　内線3113～3116

No.34 いま、健康診断・がん検診を受けましょう

鬼北町の高血圧

鬼北町健診
WEB予約
ＱＲコード
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Happy Birthday
ー ー

門
田
　
律
輝
く
ん

♡

３
歳
奈
良

か
ど
た
　
　
り
つ
き

水
野
　
源
己
く
ん

♡

３
歳
出
目

み
ず
の
　
　
げ
ん
き

佐
藤
　
萌
衣
ち
ゃ
ん

♡

１
歳
上
大
野

さ
と
う
　
　
も

え

萬
家
　
律
く
ん

♡

２
歳
近
永

よ
ろ
ず
や
　
　  

り
つ

宮
崎
　
こ
は
る
ち
ゃ
ん

～

２
歳
近
永

み
や
ざ
き

門
田
　
奨
輝
く
ん

♡

３
歳
奈
良

か
ど
た
　
　
し
ょ
う
き

寺
岡
　
咲
良
ち
ゃ
ん２

歳
近
永

て
ら
お
か
　
　  

さ
く
ら

広報きほく　2023.223



広
報
き
ほ
く
2
月
号

№
218

編
集
・
発
行
／
　
　
  鬼
北
町
　
〒
798-1395　

愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼
北
町
大
字
　
　
 近
永
800-1　

 

Tel（
0895）45-1111  fax（

0895）45-1119　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 http://w

w
w
.tow

n.kihoku.ehim
e.jp/

日
吉
支
所
　
〒
798-1502　

鬼
北
町
大
字
下
鍵
山
463番

地

　
　
　
　
　
Tel（

0895）44-2211 fax（
0895）44-2870

No.140
「
あ
り
が
と
う
」の
言
葉
を
大
切
に

高
田

　佳
和
さ
ん

沙
耶
さ
ん

　
　
　栞
里
ち
ゃ
ん

紘
明
く
ん

　
　

   
兼
生
さ
ん

千
津
子
さ
ん

　
　
　
　

   

よ
し
か
ず

　
　
　

  

さ

　や

　
　
　
　
　

   

し
お
り

　
　
　
　
　ひ
ろ
あ
き

　
　
　
　
　
　か
ね  

お

　
　
　
　ち

　づ

　こ

　
永
野
市
の
高
田
さ
ん
ご
家
族
。
休
日
は
公
園
に

出
か
け
る
こ
と
が
大
好
き
な
、
仲
良
し
家
族
で
す
。

　
仕
事
に
子
育
て
に
忙
し
い
毎
日
を
送
る
、
佳
和

さ
ん
と
沙
耶
さ
ん
。
自
宅
近
く
の
田
畑
で
農
業
を

営
ん
で
い
る
、
両
親
の
兼
生
さ
ん
、
千
津
子
さ
ん

と
支
え
合
い
な
が
ら
、
３
世
代
が
一
緒
に
温
か
く

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
両
親
の
作
る
、
お
い
し
い
お

米
や
野
菜
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
が

農
作
業
の
お
手
伝
い
を
通
し
て
、
自
然
の
中
で
の

び
の
び
育
っ
て
く
れ
る
環
境
が
と
て
も
あ
り
が
た

い
と
、
佳
和
さ
ん
、
沙
耶
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま

す
。

　
畑
の
お
手
伝
い
以
外
に
も
、
成
長
と
と
も
に
で

き
る
お
手
伝
い
が
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
る
、
長
女

の
栞
里
ち
ゃ
ん
。
昨
年
生
ま
れ
た
弟
の
紘
明
く
ん

の
こ
と
が
大
好
き
で
、
ま
だ
小
さ
い
な
が
ら
と
て

も
面
倒
見
の
良
い
、
優
し
い
お
姉
ち
ゃ
ん
で
す
。

　
家
族
み
ん
な
に
見
守
ら
れ
て
、
す
く
す
く
と
成

長
し
て
い
る
紘
明
く
ん
。
両
親
が
仕
事
の
間
は
兼

生
さ
ん
、
千
津
子
さ
ん
が
お
守
り
を
し
て
い
ま
す

が
、
め
っ
た
に
泣
く
こ
と
も
な
く
、
と
て
も
良
い

子
に
し
て
い
ま
す
。「
孫
の
た
め
に
も
、
元
気
で

お
ら
な
い
け
ん
！
」
と
意
気
込
む
兼
生
さ
ん
。
お

孫
さ
ん
た
ち
と
の
賑
や
か
な
暮
ら
し
が
、
健
康
長

寿
の
秘
訣
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
佳
和
さ
ん
と
兼
生
さ
ん
が
、
親
子
共
通
の
趣
味

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
庭
木
の
お
手
入

れ
。
た
く
さ
ん
の
庭
木
が
美
し
く
仕
立
て
ら
れ
た

素
敵
な
庭
園
に
、
親
戚
や
友
人
を
招
い
て
、
夏
場

は
毎
週
の
よ
う
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
こ
と

が
、
家
族
み
ん
な
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
地
域
の
人
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
、
い

つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
る
、
高
田
さ
ん
ご
家
族
。
子
ど
も
た
ち
が
、

思
い
や
り
の
心
を
育
み
な
が
ら
成
長
し
て
く
れ
る

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
暮
し

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
佳
和
さ
ん
と
同
級
生
の
、
赤
松
拓
也

さ
ん
ご
家
族
で
す
。

食生活改善推進協議会　健康づくり応援レシピ ―食生活改善推進協議会 好藤支部―

あじ（小さいもの）…20尾　　塩…小さじ1/2
甘酢（砂糖大さじ２、酢大さじ４）　　おから…150g
Ａ（砂糖大さじ６、塩小さじ１、酢大さじ４）　　薄口しょうゆ…少々
しょうが…１かけ　　いりごま…大さじ２　　ねぎ小口切り…大さじ１

❶あじは頭・わた・中骨を除き、うす塩をした後、甘酢につけておく。
　あじが白くなったらざるに上げて水気を切る。
❷おからはよく炒って、Ａで味をつけ、しょうがのみじん切り、いりごま、
ねぎ小口切りを加えて混ぜ、最後に薄口しょうゆ少々で香り付けをし、冷
ましておく。

❸❷の味付けしたおからを小さく俵型に丸めて、❶の魚で巻く。

エネルギー：41㎉　たんぱく質：3.0g
脂質：1.2g　炭水化物：4.6g　食塩相当量：0.5g

鬼北町食生活改善推進協議会　会員募集中！
問 保健介護課　保健係　内線3116

魚は他にもきびなご、ほうたれ、さより等でも作ることができます。
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